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そ
の

一
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
「
四
Ｓ
」
の
黄
金
時
代

二
、
素
十
の
拾
頭
と
秋
桜
子
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
離
脱

　
困
　
素
十
の
俳
句
入
門

　
㈱
　
素
十
と
秋
桜
子
の
争
い

　
　
　
ー
昭
和
（
３
・
１
・
ホ
）
の
巻
頭
の
い
き
さ
っ

　
　
　
ふ
匹
子
の
「
秋
桜
子
と
素
十
」
　
　
　
、

　
　
　
・
「
真
萩
」
の
「
秋
桜
子
と
素
十
」

　
］
四
‥
　
秋
桜
子
の
「
馬
酔
木
」
加
入

三
、
処
女
句
集
「
初
鴉
」

四
、
「
初
鴉
」
の
誤
記
・
誤
字
・
そ
の
他

五
、
素
十
の
句
柄
　
―
諸
家
評
Ｉ

六
、
素
十
俳
句
の
「
真
実
性
」
と
「
簡
素
性
」

七
、
「
初
鴉
」
に
お
け
る
素
十
俳
句
の
本
質

ハ
　
「
初
鴉
」
鑑
賞

背

後

に

‐
－
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ

あ
る

〃

－
１
－
－
Ｉ
Ｌ
ｔ
－

も
　
の

―　
倉
　
　
田

紘
　
　
文

　
　
一
、
四
Ｓ
の
黄
金
時
代

　
大
正
八
年
、
松
根
東
洋
城
の
「
渋
柿
」
に
よ
っ
て
作
句
を
始
め
た
秋
桜
子
が

　
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
を
始
め
た
の
は
大
正
九
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
偶
然
に

も
誓
子
・
青
畝
が
直
子
に
師
事
し
た
年
で
も
あ
る
。

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
政
子
の
雑
詠
進
は
厳
選
で
あ
り
、
三
人
の
入
選
率
は
い
ず
れ

も
低
く
、
十
句
投
句
中
わ
ず
か
に
一
句
か
二
句
と
い
う
成
績
で
あ
っ
た
。
。

　
素
十
が
作
句
を
始
め
だ
の
は
大
正
十
二
年
の
秋
で
あ
る
。
そ
し
て
［
ホ
ト
ト

ギ
ス
］
へ
の
初
投
句
が
そ
の
年
の
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
先
を
行
く
三
人
に
遅

る
る
こ
と
三
年
で
あ
る
。

　
当
時
（
大
正
時
代
）
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
代
表
作
家
と
し
て
は
、
飯
田
蛇
笏

・
鈴
木
花
蓑
・
西
山
泊
雲
・
鈴
鹿
野
風
呂
・
日
野
草
城
等
が
あ
げ
ら
れ
、
中
で

も
花
蓑
や
泊
雲
は
雑
詠
の
巻
頭
を
七
句
や
ハ
句
の
好
成
績
で
常
時
占
め
て
い
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大
正
十
二
年
十
二
月
号
で
秋
桜
子
が
初
め
て
の
準
巻
頭
を
得
た
。
。
勿
論
四
Ｓ

の
中
で
一
番
雑
詠
成
績
が
よ
く
、
入
選
句
数
も
六
句
と
い
う
立
派
な
成
績
で
あ

る
。
こ
の
号
の
成
績
は
青
畝
が
五
句
、
誓
子
が
二
句
、
そ
し
て
初
投
句
の
素
十

が
異
例
と
も
い
う
べ
き
四
句
を
以
っ
て
入
選
し
て
い
る
。

　
こ
の
十
二
年
十
二
月
号
か
ら
、
四
Ｓ
が
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
主
流
と
呼
ば
れ

た
い
わ
ゆ
る
「
四
Ｓ
の
黄
金
時
代
」
が
事
実
上
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
四
Ｓ
の
活
躍
は
そ
の
雑
詠
の
面
に
お
い
て
も
め
ざ
ま
し
く
、
一
年
十
ぶ

回
の
巻
頭
の
半
分
以
上
は
彼
等
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
十
三
年
九

月
に
青
畝
、
十
月
に
誓
子
と
相
次
い
で
巻
頭
を
占
め
、
素
十
も
作
句
を
始
め
て

三
年
目
の
十
五
年
九
月
に
は
早
く
も
巻
頭
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
蔭
や
か
な
争
い
は
昭
和
六
年
九
月
に
秋
桜
子
が
「
ホ
ト
ト
ギ
ス

」
を
離
脱
し
て
「
馬
酔
木
」
に
拠
る
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
十
年
三
月

誓
子
の
「
馬
酔
木
」
加
盟
に
よ
り
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
「
Ｓ
」
の
時
代
は
、

後
に
つ
づ
く
松
本
た
か
し
、
川
端
茅
舎
、
中
村
草
田
男
等
の
時
代
へ
と
引
き
継

が
れ
た
の
で
あ
る
。

　
四
Ｓ
の
華
々
し
い
活
躍
の
跡
（
大
正
十
二
年
よ
り
昭
和
十
年
）
を
示
す
と
別

表
＾
資
料
Ａ
‘
Ｂ
゛
の
如
く
で
あ
る
吻

ｒ
Ｌ
し

べ
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゛
ト
゛
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…
…
１

資料Ａトギス虚予選遊泳入選一覧表４Ｓのホト

年 俳句 １ ２ ３ ４ ５ ６ 了 ８ ９ 10 11 12ヤョ平均 巻
頭 備　　考

大

正

12

秋桜子
２ ４ ２ ５ １ ２ ２ ２

　５一一

　４

４ ５ 6140/12 3.3
・素十初入

　選12月号
・四Ｓ揃う

○印は巻頭
(以下同じ)

青畝 ６ ３ １ ２ ３ ２ ３ ３ ４ ６ ５
42/12 3.5

誓　子
３ ３

　３

-一一

　０

３ ５ ３ ２ １ ４ ２ ０ ２ 31/12 2.6 ｜

素十 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ 4/1 4.0

大

正

13

秋桜子 ５ 了 ５ 了 了 了 了 了 ５ ６
Ｏ

了

了Ｏ／
ｎ 6°4111

・青畝初巻

　頭９月号

・誓子初巻
　頭10月号

・秋桜子初

12月号巻頭

・二月号

　　　不明

青畝 ０ 了 ３ 了 了 ４ ８
○
８ ４ ６ ３

5了/
10

5.了 １

誓子 ３ ２ ４ 了 了 ６ 了 了

　Ｏ

　６

-一一

　１

０ ５
54/10 5.4 １

素十 ２；

　ｊ

４;　５ ４ １ ３ ３ ２ ２ ２
129/11 2.6

大

正
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秋桜子
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４ ６ ４ ３
○
６

Ｏ
了 ６

Ｏ
６ ６ ０ ４

56/11
5.1 ３

・11月号よ
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　句
青畝 ５ ６

Ｏ
６

○
８ ６ ６ ５ 　６

四=

　２

Ｏ

了 ４ ４
68/12 5.7 ３

誓　子
４ ６ 了 ５ ６ ５ ５ ４ ４ ５・　３

56/12 4.7

素十 １ ５ ３ ３ １ ２ １ １ ３ ５ ４ ３
32/12 2.了
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秋桜子
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ O/0

ｏ８月号
　　　不明

青畝 ４ ４ ３ ２ ３ ２ ２ ４ ３ ４ ０
31/10 3.1

－
２誓子 ４ ○４ ３ ４

○
５ ４ ３ ２ ４ ２ ４

39/11
3.5

素十 ○
５ ４ ４ ３ ０ ５ ５ ３ ５ ５ ４ 43/10 4.3 １

昭

和

９

秋桜子
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０

一一一一
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０io/o

青畝 ３ ４ ２ ２ ３ ３ ４ ３ ３ ４ ３
ﾀﾞ/12 3.1

誓子 ３ ４ ５ ４ ４ ４ ０ ４ ５ ４ ○５ ３ 45/n 4.1 ぐ|

素十 ３ ｀4 ○
５ ３ ０ ０ ５ ４ ３ ５ ４ ５

41/10 4.1

昭

和

'10

秋桜子
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ O/0

・誓子ホト
　トギス離
　脱

・素十雑詠
　全句年間
　入選

青畝 ３ ３ ４ ３ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ５ 46/12 3.8
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素十 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 60/12 5.0
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平均　入選　句数 巻頭　回数
ｊ　　　入　選　句　数

　　　　　数／月

種

類

俳
号

素

十

誓

子

青

畝

秋

桜
子

に万 誓

子

青

畝

秋
桜
子
プ

誓

子

青

畝

秋

桜
子 肌

素 4.00 2.58，3.50 3.33 4/1 31/12芦/12 40/12 大正12

秋 2.63 5.40 5.了0 6.36 １ １ １ 29/11 54/10 57/10 了0/11
13

青 2166 4.66 5.66 5.08 ３ ３ 32/12 56/12 68/12 56/11 14

秋 3.50 4.00 4.08 4.33 １ ３ １ １ 43/12 48/12 49/12 52/12 15

素 4.40 4.25 3.33 4.25 ３ ３ １ １ 53/12 51/12 40/12 51/12 昭和2

素 4.57 3.60 3.83 4.00 ３ １ ４ １ 32/了 36/10 46/12 44/11 ３

素 4.了5 2.83 3.25 3.16 ３ １ 19/4 34/12 39/12 38/12 ４

秋 ０ 2.83 3.18 3.25 １ １ １ 0/0 34/12 35/11 39/12 ５

素 4.50 3.00 2.90 3.12 '9/2 33/11 32/11 25/8 ６

素 4.08 3.75 3.91 ０ １ １ ２ 49/12 45/12 47/12 o/0 了

素 4.30 3.54 3.10 ０ １ ２ 43/10 39/11 31/10 O/0 ８

素 4.10 4.09 3.08 ０ １ １ 声/lo 45/11 3了/12 O/0 ９

素 5.00 4.50 3.83 ０ 60/15 9/2 46/12 O/0 10

腎響 3.66 3.23 3.26 3.38
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～

乙

　
資
料
Ａ
Ｂ
に
よ
り

１
ヽ
大
正
末
期
は
秋
桜
子
が
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
昭
和
に
な
る
と
素
十
の
袷

　
頭
が
見
ら
れ
る
。
尚
、
青
畝
・
誓
子
は
平
均
し
仁
成
績
だ
が
、
前
二
者
に
は

　
劣
る
。

２
ヽ
こ
の
間
に
お
け
る
巻
頭
回
数
は
ほ
ぼ
等
し
く
、
入
選
句
数
（
月
平
均
）
を

　
見
る
と
、
大
正
末
期
は
秋
桜
子
、
昭
和
に
な
る
と
素
十
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
巻
頭
は
そ
の
本
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
の
そ
の
月
の
代
表
作
家
た
る
こ
と
を
意
味

　
し
、
入
選
率
は
そ
の
作
家
の
実
力
を
意
味
す
る
。
（
庶
子
の
信
頼
度
と
見
て

　
も
よ
か
ろ
う
）

３
、
巻
頭
に
つ
い
て
今
少
し
述
べ
て
み
よ
う
。

　
当
時
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
会
員
は
何
人
で
あ
っ
た
か
と
い
う
正
確
な
数
は
つ
か

　
め
な
い
が
、
昭
和
四
年
十
一
月
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
四
百
号
記
念
句
集
」
に
は

‘
　
「
現
在
の
熱
心
な
る
会
員
の
句
」
と
し
て
二
千
四
百
三
十
余
名
の
句
を
連
ね

　
て
あ
り
、
「
編
集
の
都
合
上
没
の
人
も
多
し
」
と
あ
る
の
で
、
実
際
は
相
当

　
な
人
数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
「
高
浜
庶
子
」
（
水
原
秋
桜
子
著
）
に
よ

　
れ
ば
「
五
千
人
程
度
」
と
あ
る
」

　
ま
仁
、
毎
月
の
雑
詠
人
選
者
が
五
百
ヽ
エ
八
百
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

　
当
時
の
虚
子
選
が
い
か
に
厳
選
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
厳
選
ｙ

　
の
中
に
資
料
Ｂ
の
巻
頭
回
数
を
み
る
と
、
四
Ｓ
の
活
躍
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ

　
か
る
と
思
う
。

庄
①
④
俳
誌
「
芹
」
　
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
号
コ
ペ
ー
ジ
）
　
「
玉
汝
亭
雑
稿

　
　
　
（
七
十
三
）
」
　
（
三
宅
清
三
郎
）
に
よ
れ
ば
、
代
表
作
家
を
三
段
階
に
分

　
　
け
、
第
『
期
「
泊
雲
」
第
二
期
「
花
蓑
」
第
三
期
「
素
十
」
と
あ
る
。

　
　
○
本
稿
は
「
俳
諧
大
辞
典
」
に
よ
る
。

ｆ

②
山
口
貴
部
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
講
演
会
で
、
秋
桜
子
・
誓
子
・
育
雛
・
素
十

　
の
頭
文
字
を
取
り
、
「
四
Ｓ
」
と
呼
ん
だ
の
に
始
ま
る
。

③
、
「
俳
諧
大
辞
典
」
四
三
六
ペ
ー
ジ
の
下
に
よ
る
。

④
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
　
（
以
下
単
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
い
う
）
大
正
十
二
年

　
一
月
号
よ
り
、
昭
和
十
年
十
二
月
号
ま
で
（
大
正
十
三
年
二
月
号
・
昭
和

　
六
年
十
月
号
・
昭
和
八
年
八
月
号
不
明
）
計
百
五
十
三
好
参
照
。

　
二
、
素
十
の
拾
頭
と
秋
桜
子
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
離
脱

　
　
困
　
素
十
の
俳
句
入
門

る
゜①素

十
が
俳
句
を
娘
め
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
正
十
二
単
の
秋
で
あ

　
東
大
の
血
清
化
学
の
研
究
室
に
研
究
生
と
し
て
残
っ
て
い
た
時
で
あ
り
、
同

じ
教
室
の
秋
桜
子
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
姶
め
た
の
で
あ
る
。
素
十
と
秋
桜
子

と
の
交
友
は
深
く
、
特
に
野
球
好
き
の
二
人
は
よ
く
六
大
学
野
球
の
応
援
に
一

緒
に
出
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
血
清
化
学
教
室
の
野
球
チ
ー
ム
で
は
、
素
十
が

投
手
で
秋
桜
子
が
捕
手
を
し
て
い
る
位
で
あ
る
。
俳
句
の
上
に
お
い
て
も
よ
く

一
緒
に
吟
行
し
て
い
る
。

　
素
十
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
人
選
句
中
の
一
句
は
、
大
正
十
二
年
の
秋
に
成
田
山

参
詣
の
際
の
句
で

　
　
秋
風
や
く
わ
ら
ん
と
鳴
り
し
幡
の
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

で
あ
る
。
こ
の
句
の
原
句
は

　
　
秋
風
や
が
ら
ん
と
鳴
り
し
幡
の
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

で
あ
り
、
こ
れ
を
秋
桜
子
が
添
削
し
て
、
右
の
一
句
と
な
り
、
鹿
子
選
に
初
入

選
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
句
を
上
げ
る
と

　
　
せ
ｉ
ら
ぎ
や
石
見
え
そ
め
て
霧
は
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

一
５



　
　
秋
風
や
く
わ
ら
ん
と
臨
こ
ソ
し
幡
の
鈴
　
。

　
　
門
入
れ
ば
竃
火
見
え
ぬ
秋
の
暮

　
　
月
に
寝
て
夜
半
き
く
雨
や
紅
葉
宿

の
四
句
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
四
Ｓ
の
時
代
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
㈲
　
素
十
と
秋
桜
子
の
争
い

　
　
　
　
ー
昭
和
三
佑
二
月
号
の
巻
頭
の
い
き
さ
つ

　
昭
和
三
年
一
月
号
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
を
み
る
と

　
　
　
　
雑
　
詠

　
　
山
中
湖
凧
の
あ
が
れ
る
小
春
か
な

　
　
落
葉
道
み
づ
う
み
見
え
て
下
り
か
な

　
　
落
葉
ふ
む
分
れ
し
道
の
ま
た
会
へ
り

　
　
葛
原
の
神
や
留
守
な
る
ハ
重
葎

　
　
ま
っ
す
ぐ
の
道
に
出
で
け
り
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
筑
波
山
縁
起

　
　
わ
だ
な
か
や
鵜
の
鳥
群
る
ｘ
島
二
つ

　
　
天
霧
ら
ひ
男
峰
は
立
て
り
望
・
の
夜
を

　
　
泉
湧
く
女
峰
の
萱
の
小
春
か
な

　
　
国
原
や
野
火
の
走
り
火
よ
も
す
が
ら

　
　
蚕
の
宮
居
端
山
腹
に
立
て
り
見
ゆ

同同同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

虚
　
子
　
選

　
　
　
高
野
　
素
十

同同同同水
原
秋
桜
子

同同同同

と
あ
り
、
素
十
が
巻
頭
で
秋
桜
子
が
二
席
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
月
の
雑
詠

選
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
裏
話
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
　
（
素
十
と
秋
桜
子
の
会
話
「
高
浜
鹿
子
」
よ
り
）

l

j

&

l

s

s

l

s

l
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♂

素
１
君
の
筑
波
山
の
句
は
五
句
と
も
入
選
し
て
い
た
。
し
か
し
親
仁
さ
ん
（
虚

　
子
）
か
ら
伝
言
が
あ
る
の
だ
。

秋
―
あ
ｘ
い
う
の
は
今
後
い
け
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
？
。

素
ｉ
そ
の
通
り
。
そ
う
分
か
っ
て
い
る
な
ら
出
さ
な
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い

　
か
。

秋
―
と
こ
ろ
が
ね
。
あ
れ
は
大
い
に
頑
張
っ
て
作
っ
た
ん
だ
か
ら
、
や
は
り
出

し
た
い
ん
だ
よ
。

素
―
『
採
る
な
ら
全
部
採
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
捨
て
る
な
ら
全
部
捨
て

　
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
あ
あ
い
う
の
は
選
が
し
に
く
い
』
と
親
仁
さ
ん
は
い

　
っ
て
い
た
。

秋
－
と
こ
ろ
で
君
の
方
は
ど
う
だ
っ
た
？

素
ｉ
そ
れ
が
ね
。
今
度
は
君
一
人
が
五
句
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
と
こ
ろ
が
あ
あ
い

　
う
句
だ
か
ら
親
仁
さ
ん
と
し
て
も
巻
頭
に
は
し
に
く
い
や
ね
。
今
日
困
っ
て

　
い
る
と
こ
ろ
へ
自
分
が
句
稿
を
持
っ
て
行
っ
た
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
全

　
部
入
選
で
ね
、
巻
頭
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

秋
―
そ
れ
は
よ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
こ
の
話
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
素
十
の
客
親
切
が
秋
桜
子
の
主
観
句
よ
り
も

よ
り
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
主
張
に
合
っ
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
虚
子
の
信
条

は
「
写
生
」
で
あ
り
、
そ
の
「
写
生
」
の
実
践
者
と
し
て
素
十
が
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
考
え
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
う
。

　
し
か
も
、
翌
月
の
二
月
号
に
お
い
て
も
素
十
は
五
句
人
選
で
巻
頭
を
取
り
、

秋
桜
子
は
四
句
で
二
席
で
あ
る
。

　
　
二
月
号
雑
詠
を
示
す
と

-
６



　
　
　
　
雑
　
詠

　
　
門
前
の
萩
刈
る
姪
も
仏
さ
び

　
　
紅
葉
ち
る
常
寂
光
寺
よ
き
日
和

　
　
小
倉
山
見
ゆ
境
内
の
紅
葉
折
る

　
　
時
雨
る
る
と
四
五
歩
戻
り
て
仰
ぎ
け
り

　
　
　
　
寂
　
光
　
院

　
　
翠
黛
の
時
雨
い
よ
く
は
な
や
か
に

　
　
古
利
根
や
家
鴨
と
遊
ぶ
か
い
つ
な
り

　
　
伊
豆
の
海
初
凪
せ
る
に
火
桶
あ
り

　
　
心
中
の
羽
子
板
の
絵
の
あ
え
か
さ
よ

　
　
わ
が
友
の
酔
へ
る
恵
み
も
慈
善
鍋

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
乙
ぼ
子
の
「
秋
桜
子
と
素
十
」

虚
　
子
　
選

　
　
高
野
　
素
十

同　　間間間水
原
秋
桜
子

同同同

　
昭
和
三
年
十
一
月
号
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
「
秋
桜
子
と
素
十
」
と
題
す
る
虚
子

の
一
文
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
　
「
文
芸
に
は
常
に
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
。
一
つ
は
心
に
欲
求
し
て
お
る
事
、

即
ち
あ
る
理
想
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
。
一
つ
は
現
実
の
世
界
か
ら
自
分
‘

の
天
地
を
見
出
す
も
の
。
と
い
う
二
つ
で
あ
る
」
と
前
置
き
を
し
て

　
　
「
前
者
の
現
実
の
天
地
を
眼
中
に
置
か
ず
に
、
空
想
世
界
の
自
分
の
好
む
天

地
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
作
句
態
度
を
取
っ
て
い
る
の
が
秋
桜
子
で
あ
る
。
例

え
ば
、
景
色
を
詠
う
場
合
に
、
こ
の
地
上
の
平
凡
な
景
色
の
た
い
が
い
の
も
の

を
見
て
も
ど
う
も
心
に
満
足
を
与
え
な
い
。
こ
ん
な
山
が
秀
で
、
こ
ん
な
水
が

流
れ
て
居
れ
ば
定
め
て
好
い
心
も
ち
で
あ
ろ
う
。
と
欲
求
し
て
理
想
の
山
や
川

を
描
き
出
す
。
又
、
美
人
を
描
く
に
し
て
も
傾
国
の
美
人
は
か
か
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
う
人
の
欲
求
を
満
足
さ
す
よ
う
な
美
人
を
描
き
出
す
。

と
い
う
よ
う
な
傾
向
で
あ
る
。
即
ち
、
秋
桜
子
の
「
筑
波
山
縁
起
」
　
（
前
出
）

の
如
き
句
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
句
は
古
代
の
こ
と
を
想
像
し
て
作
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
縁
起
を
読
ん
で
空
想
し
仁
景
色
で
あ
る
。
（
勿
論
こ
の
傾
向
で
も
写
生

を
通
し
て
作
句
す
る
の
で
は
あ
る
が
）

　
後
者
は
そ
う
い
う
空
想
を
ほ
し
い
ま
ま
に
せ
ず
、
現
実
の
天
地
の
中
か
ら
作

者
の
好
む
小
天
地
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
現
実
の
天
地
は
善
悪
邪
正

美
醜
混
淆
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
作
者
の
心
が
中
心
と
な
ヽ
っ
て
調
和
し

仁
一
天
地
を
見
出
す
。
こ
の
作
句
態
度
を
取
っ
て
い
る
の
が
素
十
で
あ
る
。
即

ち
、
素
十
の
心
は
唯
無
我
で
自
然
に
対
す
る
。
対
し
た
瞬
間
に
こ
の
作
者
の
心

は
美
し
い
自
然
を
受
取
る
。
秋
桜
子
の
「
心
に
欲
求
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
天

地
を
創
造
し
よ
う
」
と
い
う
の
と
は
追
っ
て
い
る
。
素
十
は
別
に
想
像
な
ど
は

し
な
い
。
只
自
然
界
か
ら
自
分
の
心
を
中
心
と
し
た
別
の
天
地
、
即
ち
美
し
い

詩
の
天
地
を
抜
き
取
っ
て
く
る
の
で
あ
る
」

以
上
の
よ
う
に
秋
桜
子
と
素
十
を
以
っ
て
、
文
芸
（
俳
句
）
の
二
つ
の
傾
向
を

示
し
、
結
論
と
し
て
。

　
　
「
厳
密
な
る
意
味
に
於
け
る
写
生
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
素
十
の
句
の
如
き

に
当
て
は
ま
る
の
だ
と
い
え
る
。
素
十
は
心
を
空
し
く
し
て
自
然
に
対
す
る
。

自
然
は
何
等
特
別
の
装
い
を
し
な
い
で
素
十
の
目
の
前
に
現
わ
れ
る
。
自
然
は

雑
駁
で
あ
る
が
素
十
の
透
明
な
頭
は
そ
の
雑
駁
な
自
然
の
中
か
ら
或
る
景
色
を

引
き
抽
き
来
っ
て
、
そ
こ
に
一
片
の
詩
の
天
地
を
構
成
す
る
。
そ
れ
が
非
常
に

敏
感
で
あ
っ
て
、
か
く
て
出
来
上
っ
た
句
は
、
秋
桜
子
の
空
想
雨
、
理
想
困
と

い
う
よ
う
な
趣
は
な
く
、
何
れ
も
現
実
の
世
界
に
存
在
し
で
い
る
景
色
で
あ
る

-
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と
い
う
事
を
強
く
認
め
し
め
る
力
が
あ
る
。
即
ち
、
真
実
性
が
強
い
」

　
と
、
結
ん
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
お
け
る
虎
子
の
主
張
は
「
写
生
」

で
あ
る
。
「
客
観
写
生
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
昭
和
三
年
一
月
号
の
巻
頭

問
題
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
資
料
Ｂ
の
昭
和
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
雑
詠
の
滅

績
を
見
れ
ば
、
十
分
に
裏
付
に
な
る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
秋
桜
子
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
ヘ
の
投
句
は
毎
月
欠
か
さ
ず
し
て
い
る
。

し
か
も
昭
和
六
年
四
月
の
「
日
本
訴
名
勝
俳
句
」
　
（
大
阪
毎
日
新
聞
・
東
京
日

々
新
聞
）
虚
子
選
に
ま
で
出
句
し
、
帝
国
風
景
院
宣
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
の

句
は

　
　
　
　
赤
　
城
　
山

　
啄
木
鳥
や
落
葉
を
い
そ
ぐ
牧
の
木
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
桜
子

　
　
　
　
・
「
真
萩
」
の
Ｉ
「
秋
桜
子
と
素
十
」

　
昭
和
六
年
三
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
「
句
修
業
漫
談
臼
」
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の

見
出
し
は
「
秋
桜
子
と
素
十
」
。
で
あ
る
。
こ
の
文
は
新
潟
で
ホ
ド
ト
ギ
ス
系
の

俳
誌
「
真
萩
」
を
主
宰
し
て
い
る
中
田
み
づ
ほ
と
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
作
家
、
浜

口
今
夜
の
二
人
の
対
談
と
い
う
形
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
原
文
は
「
真
萩
」

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
転
載
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
中
田
み
づ
ほ
の
二
人
に
対
す
る
考
え
は

Ｅ
Ｌ
Ｌ

レ
レ
ト
ト
レ
レ
レ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
レ
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
ド
Ｌ

縁
起
絵
巻
の
ご
と
き
試
み
を
成
し
て
、
大
き
い
ス
ケ
ー
ル
の
絵
画
彫
刻
の
持
つ

美
に
進
ん
で
い
っ
た
。
素
十
は
逆
に
俳
句
で
な
け
れ
ば
行
く
こ
と
の
出
来
ぬ
道

へ
道
へ
と
頭
を
つ
っ
こ
ん
で
い
っ
た
。
音
楽
で
も
不
可
能
、
絵
で
も
現
わ
し
難

い
、
小
説
や
文
章
で
も
だ
め
、
た
だ
俳
句
の
み
に
よ
っ
て
現
わ
す
こ
と
の
出
来

る
世
界
を
探
ろ
う
と
し
た
」
即
ち
、
華
美
な
る
秋
桜
子
と
地
味
な
る
素
十
と
し

て
う
け
と
っ
て
い
る
。

　
又
、
浜
口
今
夜
は

　
　
「
秋
桜
子
は
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
俳
句
で
あ
り
、
素
十
は
リ
ア
リ
ズ
ム
の
俳

句
で
あ
る
」
と
言
う
・
そ
し
て
二
人
は
結
論
と
し
て
「
俳
句
は
客
観
写
生
で
あ

る
べ
き
だ
」
と
し
、
「
秋
桜
子
の
大
作
式
の
成
功
し
た
も
の
に
感
動
す
る
と
同

時
に
、
素
十
の
示
す
真
の
絶
対
を
表
現
し
た
句
を
重
ん
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
更
に
「
作
品
の
価
値
は
大
作
小
作
の
問
題
で
は
な
く
、
大
作
に
愚
作
が
あ
り

小
作
に
も
佳
句
の
あ
る
例
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
」
と
述
べ
、
「
何
等
求
む

る
な
き
心
を
も
っ
て
自
然
の
神
髄
を
う
け
入
れ
よ
う
。
自
分
で
天
地
を
支
配
す

る
の
で
な
く
、
白
夙
に
支
配
さ
れ
よ
う
と
い
う
心
持
の
俳
句
を
得
る
こ
と
の
出

来
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
結
ん
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
こ
れ
も
唐
子
と
同
様
に
素
十
俳
句
（
写
生
）
の
支
持
で
あ
り
、
秋
桜
子
に
対

す
る
素
十
の
卓
越
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
的
な
意
味
に
お
い
て
）
を
ほ
の
め
か
し
て
い

る
の
で
あ
る
゜
④
た
だ
、
唐
子
の
「
秋
桜
子
と
素
十
」
の
時
と
違
う
の
は
、
そ
れ

を
読
ん
だ
秋
桜
子
の
心
で
あ
る
。
師
で
あ
る
虎
子
の
文
に
は
反
発
を
感
じ
て
も

耐
え
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
同
輩
に
ま
で
そ
う
書
か
れ
た
の
で
は
も
う
許
し
難

一
８
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し
か
も
、
一
地
方
の
小
俳
誌
よ
り
転
載
し
た
と
い
う
事
は
、
澄
子
が
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
「
客
観
写
生
俳
句
」
を
前
進
さ
せ
る
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
秋
桜
子
の
気
持
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
離
脱
に
大
き
く
傾
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
Ｈ
　
秋
桜
子
の
「
馬
酔
木
」
加
入

昭
和
六
年
九
月
　
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
投
句
停
止

昭
和
六
年
十
月
　
「
自
然
の
真
と
文
芸
上
の
真
」
の
一
文
を
以
っ
て
馬
酔
木
に

　
　
　
　
　
　
　
拠
る
。

　
　
◇
　
◇
　
主
張
の
要
点
　
◇
　
◇

　
　
「
主
観
が
う
す
れ
て
植
物
の
形
態
の
如
き
も
の
を
穿
暫
し
て
い
る
客
観
写
生

句
（
特
に
素
十
の
句
を
さ
す
）
を
排
撃
し
、
か
が
や
か
し
い
主
観
を
句
の
本
能

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
心
が
澄
む
に
従
っ
て
、
眼
に
映
る
自
然
の
美
し
さ
も

深
く
な
っ
て
来
る
。
主
観
を
軽
ん
じ
、
心
を
捨
て
て
客
観
写
生
を
し
た
と
こ
ろ

で
、
眼
に
映
る
も
の
は
自
然
の
表
面
の
美
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」
そ
れ
を
例

証
す
る
た
め
に
素
十
の
句
を
あ
げ
、
み
づ
ほ
・
今
夜
の
句
修
業
漫
談
を
引
い
て

論
を
す
す
め

　
　
「
目
ざ
す
は
澄
子
の
主
張
を
駁
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
た
だ
自
然
の
真

だ
け
を
追
究
し
た
と
こ
ろ
で
詩
人
た
る
資
格
は
な
い
。
心
を
養
い
、
主
観
を
通

し
て
見
た
も
の
こ
そ
文
芸
上
の
真
で
、
こ
れ
を
尊
ぶ
者
が
詩
人
で
あ
る
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
核
心
を
就
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
又
、
『
高
浜
澄
子
』
（
水
原
秋
桜
子
著
）
に
は
次
の
よ
う
な
会
話
文
が
記
さ
れ

て
い
る
。

水
竹
居
‐
１
上
天
は
今
日
ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所
へ
行
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
へ
素
十

　
君
も
来
て
い
た
。
そ
の
時
虎
子
先
生
の
言
わ
れ
る
に
は
「
秋
桜
子
君
も
い
よ

　
い
よ
今
度
の
雑
詠
は
休
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
機
に
君
は
是
非
ホ
ト
ト
ギ
ス

　
に
復
活
し
た
ま
え
』
と
素
十
君
に
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

秋
桜
子
－
Ｉ
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
は
先
生
と
し
て
は
当
然
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
も
素
十
君
が
復
活
し
な
く
て
は
向
う
に
廻
す
相
手
が
な
く
て
困
る
わ
け
で

　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

昭
和
六
年
十
一
月
　
素
十
五
句
入
選
で
復
活

　
　
Λ
付
記
Ｉ
Ｖ
　
馬
酔
木
に
つ
い
て

※
大
正
十
一
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
一
傍
系
誌
と
し
て
佐
々
木
鋏
華
が
主
宰
。
誌
名

　
は
内
藤
嗚
雪
に
よ
る
名
倉
で
「
破
魔
弓
」
。
雑
詠
選
者
は
長
谷
川
か
な
女

※
大
正
十
二
年
よ
り
雑
詠
選
者
は
池
内
た
け
し

※
昭
和
三
年
秋
桜
子
が
「
馬
酔
木
」
と
改
名
し
て
雑
詠
選
に
当
る
。
（
主
宰
は

　
ま
だ
鋏
華
）

※
昭
和
三
年
末
よ
り
四
年
に
か
け
て
雑
詠
選
者
に
高
野
素
十
が
当
る
。

※
素
十
選
の
後
、
再
び
秋
桜
子
選
で
現
在
に
至
る
。

　
※
主
義
Ｉ
ホ
ト
ト
ギ
ス
流
の
単
純
素
朴
な
客
観
写
生
句
に
対
す
る
。
清
新
溌
刺

　
　
た
る
主
観
的
情
緒
を
盛
り
込
む
に
あ
る
。

‘
庄
①
④
実
際
に
俳
句
に
興
味
を
持
ち
、
東
大
俗
句
会
に
出
席
し
た
の
は
数
年
前

　
　
　
　
よ
り
と
あ
る
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
大
正
十
三
年
十
月
号
四
三
ペ
ー
ジ
）
　
「
俳

　
　
　
　
句
の
道
に
入
っ
て
み
て
」
　
（
高
野
素
十
）

　
　
　
④
中
田
み
づ
ほ
「
俳
諧
自
叙
伝
」
（
「
ま
は
ぎ
」
四
巻
十
号
）
…
…
大
正
十

　
　
　
　
年
か
十
一
年
頃
、
高
野
素
十
は
と
い
う
と
た
ま
た
ま
法
医
学
の
前
な
ど

　
　
　
　
で
出
合
う
と
、
僕
の
俳
句
を
批
評
す
る
…
…
中
略
…
…
後
で
聞
い
て
み

　
　
　
　
る
と
、
そ
の
頃
す
で
に
石
鼎
居
士
に
多
少
の
コ
ー
チ
は
う
け
、
下
地
は

一
９
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出
来
て
い
た
ら
し
い
…
…
と
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
②
水
原
秋
桜
子
「
高
浜
直
子
」
（
昭
和
二
七
年
文
芸
春
秋
新
社
刊
一
四
五
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
③
山
本
健
吉
「
昭
和
俳
句
史
」
巻
末
「
俳
句
史
」
で
も
以
上
の
よ
う
に
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
し
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
④
注
③
と
同
じ
「
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
客
観
写
生
主
義
の
支
え
と
し
て
、
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
子
の
異
端
を
制
し
う
べ
き
存
在
と
し
て
素
十
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
Ｊ
ノ
さ
’

　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
の
で
あ
る
」
１
１
－
富
安
風
生
『
大
正
秀
句
』
（
昭
和
三
九
年
春
秋
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
二
五
〇
ペ
ー
ジ
）
よ
り
転
載

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
庄
②
と
同
じ
（
二
三
六
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
石
田
波
郷
・
石
橋
辰
之
助
・
加
藤
楸
邨
・
滝
春
丁
高
梁
窓
秋
等
を
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
・
昭
和
十
年
山
口
誓
子
加
入
．
そ
の
後
「
鶴
」
　
（
波
郷
）
　
・
「
寒
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
（
楸
邨
）
　
・
「
暖
流
」
　
（
喜
一
）
　
・
更
に
「
天
狼
」
　
（
誓
子
）

　
し
　
　
　
　
　
　
　
が
そ
れ
ぞ
れ
離
脱
．
（
俳
斎
火
辞
典
九
ペ
ー
ジ
上
中
段
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
Ξ
、
処
女
句
集
「
初
鴉
」

　
と
　
　
　
　
　

素
十
の
処
女
句
集
「
初
鴉
」
は
昭
和
二
十
二
年
九
月
に
芳
柿
堂
よ
り
出
版
さ

　
　
　
　
　
　
れ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
序
文
は
虎
子
で
あ
り
「
磁
石
が
鉄
を
吸
う
如
く
自
然
は
素
十
君
の
胸
に
飛
び

　
　
　
　
　
　
込
ん
で
来
る
．
素
十
君
は
画
然
と
し
て
そ
れ
を
描
く
．
文
字
の
無
駄
が
な
く
、

　
　
　
　
　
　
筆
を
使
う
こ
と
が
少
く
、
そ
れ
で
い
て
筆
意
は
確
か
で
あ
る
．
句
に
光
が
あ

　
　
　
　
　
　
る
・
こ
れ
は
人
と
し
て
の
光
で
あ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
素
十
は
そ
の
自
序
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
「
私
は
た
だ
虎
子
先
生
の
教
う
る
と
こ
ろ
の
み
に
従
っ
て
句
を
作
っ
て
き

ぃ
　
　
　
　
　

た
．
工
夫
を
凝
ら
す
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
写
生
に
忠
実
に
な
り

回
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Ｆ
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得
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
の
工
夫
で
あ
っ
た
…
・
：
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二

人
の
序
か
ら
み
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
主
張
が
確
か
め
ら
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る

の
が
、
こ
の
句
集
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
句
集
掲
載
の

句
は
、
作
者
の
編
で
な
く
、
古
田
一
千
と
い
う
一
出
版
人
の
手
に
よ
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
だ
け
四
、
よ
り
客
観
的
な
編
集
と
思
え

資料Ｃ「初湯」掲載句数年度別

る
。
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
「
初
鴉
」

を
探
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

１
、
掲
載
句
の
全
て
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
発
表
の

　
句

２
、
掲
載
句
の
全
て
が
庶
子
選
（
雑
詠
）
入
選

　
句

３
、
掲
載
句
の
全
て
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
選
集

　
採
録
句

４
、
掲
載
句
の
年
次
別
句
数
は
上
の
如
く
で
あ

　
る
（
資
料
Ｃ
）

　
ｏ
採
録
句
数
の
一
番
多
い
の
が
昭
和
十
年
で

　
　
あ
り
、
誓
子
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
離
脱
し
て

　
　
馬
酔
木
に
加
盟
し
紀
年
で
あ
る
。
ま
た
、

　
　
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
で
年
間
を
通
し
て
六
十

　
　
句
入
選
し
、
入
選
率
百
八
Ｉ
セ
ン
ト
の
年

　
　
で
あ
る
。
（
資
料
Ａ
参
照
）

　
・
二
番
目
に
多
い
の
は
昭
和
二
年
で
あ
り
、

　
　
秋
桜
子
を
あ
る
意
味
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
的
Ｉ

一
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写
生
Ｉ
な
意
味
）
で
追
い
越
し
紀
年
で
あ
る
。
（
資
料
Ａ
Ｂ
参
照
）

５
、
故
に
、
こ
の
句
集
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
主
張
に
最
も
合
っ
紀
、
し
か
も
馬
酔

　
木
（
秋
桜
子
・
誓
子
）
俳
句
に
対
抗
し
得
る
句
を
以
て
編
集
さ
れ
て
い
る
と

　
考
え
て
よ
い
。
即
ち
、
客
観
写
生
の
代
表
句
集
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ

注
①
昭
和
二
十
二
年
九
月
二
十
八
日
、
芳
柿
堂
刊
。
一
〇
八
ペ
ー
ジ
。
三
十
円

　
　
　
　
「
初
鴉
」
の
名
は
、
新
年
の
部
に
あ
る

　
　
　
　
ば
ら
ば
ら
に
飛
ん
で
向
う
へ
初
鴉

　
　
　
よ
り
つ
け
仁
の
で
あ
る
。
句
数
は

　
　
　
新
年
九
、
春
二
〇
四
、
夏
一
四
七
、
秋
一
七
六
、
久
二
二
Ｉ
、
で
計
六

　
　
　
五
七
句
で
あ
る
。

　
②
「
初
鴉
」
出
版
の
際
に
、
素
十
は
吉
田
一
千
に
二
つ
の
条
件
を
つ
け
て
い

　
　
１
、
句
集
の
句
を
集
め
る
こ
と
か
ら
、
分
類
、
体
験
、
校
正
は
全
て
苓
柿

　
　
　
堂
で
す
る
こ
と
。

　
　
２
、
序
文
は
自
分
で
書
く
か
ら
、
鹿
子
先
生
に
は
序
文
を
頼
ま
ぬ
こ
と
。

　
　
　
右
の
二
つ
の
約
束
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
千
は
独
断
で
澄
子
の
序
文
を

　
　
　
頼
み
載
せ
て
い
る
。
（
本
の
手
帖
社
「
自
分
の
初
句
集
」
―
「
句
集
ぶ

　
　
　
鴉
」
　
（
高
野
素
十
）
を
「
芹
」
四
十
三
年
一
月
号
四
ペ
ー
ジ
に
転
載
）

　
　
四
、
「
初
鴉
」
の
誤
記
・
誤
字
・
そ
の
他

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
高
野
素
十
の
処
女
句
集
「
初
鴉
」
の
編
集
・
出
版
は

出
版
社
著
柿
堂
主
人
の
吉
田
一
千
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
俳
句
に

対
す
る
知
識
が
う
す
く
、
句
集
到
る
個
所
に
誤
り
が
あ
る
。
そ
れ
を
ま
ず
確
か

に
し
て
み
た
い
と
思
う
。
　
　
　
｀

　　　　　日

459 228 201
重

4了43了2　285

(亙)

温

小
鳥
の
巣
二
本
の
枝
に
し
っ
か
り
と

端
艇
や
い
な
跳
ぶ
水
尾
を
漕
ぎ
捨
て
に

　
　
※
心
詔
は
［
秋
の
暮
］
と
あ
る
が
「
秋
の
晴
」
の
誤
植
で
あ
る
。

　
以
上
三
句
は
重
出
で
あ
る
の
で
、
結
局
「
初
鴉
」
の
掲
載
句
は
実
質
、
六
五

四
句
で
あ
る
。

ｏ
　
誤
　
記
③

12正正294正461正636
白

正1374正
　
た
そ
が
る
る
大
衆
と
い
ふ
花
つ
つ
じ

　
た
そ
が
る
る
大
紫
と
い
ふ
つ
つ
じ

　
い
つ
ま
で
も
一
つ
の
郭
公
早
苗
取

　
い
つ
ま
で
も
一
つ
郭
公
早
苗
取

　
目
当
り
て
向
う
へ
長
い
鳴
子
繩

　
日
当
り
て
向
う
へ
長
し
鳴
子
繩

　
霜
よ
け
を
と
れ
ば
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
つ
葉
か
な

　
霜
よ
け
を
と
れ
ば
ぱ
ら
ぱ
ら
落
つ
葉
か
な

誤
　
字

　
つ
い
つ
い
と
つ
つ
じ
の
雄
蕊
残
り
た
る

　
つ
い
つ
い
と
つ
つ
じ
の
雌
蕊
残
り
た
る

　
横
櫛
を
さ
す
女
房
の
臥
箕
編
み

横
櫛
を
さ
す
女
房
の
臥
簑
編
み
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130正正243正299正426正435459正正504

耕
牛
に
就
い
て
或
は
身
を
反
ら
し

耕
牛
に
従
い
て
或
は
身
を
反
ら
し

堰
番
の
昼
寝
の
兄
へ
水
馴
棹

堰
番
の
昼
寝
の
足
へ
水
馴
棹

蛇
が
来
て
今
リ
・
ラ
色
の
草
花
に

虻
が
来
て
今
リ
ラ
色
の
草
花
に

煌
郷
や
ゆ
ら
ぎ
な
く
ら
も
萩
の
上

蚊
郷
や
ゆ
ら
ぎ
な
が
ら
も
萩
の
上

鳥
追
い
の
緑
逆
立
つ
萩
の
上

馬
追
い
の
縁
逆
立
つ
萩
の
上

船
員
と
ふ
く
口
笛
や
秋
の
暮

船
員
と
ふ
く
口
笛
や
秋
の
晴

稲
牛
の
卯
へ
上
げ
た
る
稲
一
葉

稲
牛
の
卯
へ
上
げ
た
る
稲
一
束

　
ま
た
、
一
〇
五
ペ
ー
ジ
の
前
書
き

　
　
　
　
「
ハ
バ
レ
ン
ツ
謝
肉
祭
」

　
正
　
「
バ
ハ
レ
ン
ツ
謝
肉
祭
」

固
四
季
分
類
の
誤
‰

了９229

ふ
る
さ
と
や
父
と
見
て
ゐ
る
尾
長
鳥

探
梅
や
枝
の
さ
き
な
る
梅
の
花

窓
の
下
か
や
つ
り
草
の
花
も
あ
り

　　　　　　ら秋春春正

　　　　　　Ｗ

　　　　　　八夏斬新誤

　　　　　　心 〃

513 372 285 283

　
白
鳥
の
顔
を
埋
め
て
巣
に
篭
る

　
小
鳥
の
巣
二
本
の
枝
に
し
っ
か
り
と

　
端
艇
や
い
な
跳
ぶ
水
尾
を
漕
ぎ
捨
て
に

．
山
中
湖
凧
の
あ
が
れ
る
小
春
か
な

冬夏春春

秋秋夏夏

㈲
雑
詠
選
集
に
採
用
さ
れ
「
初
鴉
」
に
省
か
れ
た
牝

　
処
女
句
集
「
初
鴉
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
句
集
の
掲
載
句
は
全
て

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
選
集
」
　
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
雑
詠
人
選
句
中
よ
り
、
更
に
澄

子
が
厳
選
し
て
集
録
し
た
も
の
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
雑
詠
選
集
に
掲
載

さ
れ
た
句
は
、
特
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
的
な
句
で
あ
る
と
も
言
明
で
き
る
。
そ
れ
に

載
録
さ
れ
、
句
集
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
句
を
み
よ
う
。

　
　
　
春

道
の
べ
に
腰
か
け
て
春
を
営
み
け
り

猫
柳
四
五
歩
離
れ
て
暮
れ
て
を
り

二
葉
よ
り
き
ざ
み
あ
る
葉
の
見
え
て
き
し

大
い
な
る
輸
を
描
き
け
り
虻
の
空

草
に
き
て
大
花
虻
の
さ
が
し
も
の

ア
ネ
モ
ネ
の
花
く
つ
が
へ
し
居
る
は
虻

春
草
に
み
ｘ
ず
ひ
き
ず
る
小
鳥
か
な

　
　
‘
　
夏

夜
振
の
火
く
ゞ
り
出
で
た
る
小
門
か
な

打
水
や
萩
よ
り
落
ち
し
子
か
ま
き
り

花
菖
蒲
ゆ
れ
か
は
し
風
去
り
に
け
り

水
馬
流
る
ｘ
黄
楊
の
花
を
追
ふ

作
句
年
度

昭
和
　
四

昭
和
　
七

々　々昭
和

昭
和

八九

大
正
一
三

大
正
一
五

昭
和
　
二

一－12



Ｑ

時
々
は
花
も
鋏
み
て
ば
ら
手
入

電
車
待
つ
垣
根
の
薔
薇
今
朝
は
雨

虫
篇
さ
か
ん
に
燃
え
て
終
け
り

鈴
蘭
の
葉
を
ぬ
け
て
来
し
花
あ
は
れ

つ
み
と
れ
ば
鈴
蘭
の
葉
も
や
は
ら
か
し

と
ん
と
ん
と
歩
く
子
鴉
名
は
ヤ
コ
ブ

の
き
端
出
て
花
を
仰
ぐ
や
鮒
の
宿

糟
波
に
く
る
水
鳥
一
つ
か
な

誘
蛾
燈
遮
り
た
る
は
人
影
か

端
居
し
て
た
だ
居
る
父
の
恐
ろ
し
き

　
　
　
秋

流
燈
に
下
り
く
る
霧
の
見
ゆ
る
か
な

門
前
の
萩
刈
る
姐
も
仏
さ
び

秋
風
の
吹
け
ば
蝶
々
む
ら
が
れ
る

網
は
っ
て
蜘
蛛
の
住
へ
り
匿
の
花

掛
稲
の
真
青
な
葉
の
あ
ら
く
し

供
手
し
て
門
を
出
づ
る
や
棉
畑

か
な
ぶ
ん
く
の
頭
に
泥
や
萩
の
花

十
五
夜
の
野
に
あ
か
く
と
鴨
威
し

　
　
　
冬

鴨
撃
ち
に
空
の
鴨
道
月
出
で
ぬ

鸚
鵡
吹
き
わ
か
れ
た
る
落
葉
よ
り

遠
千
鳥
ち
り
ぐ
高
し
多
摩
川
原

翠
黛
の
時
雨
い
よ
く
は
な
や
か
に

昭
和
　
ハ

々　汐昭
和

々　々

九

昭
和
一
〇

昭
和
一
二

大
正
一
四

昭
和
　
三

田
　
和
七

昭
和
　
八

田
和
一
〇
‘

大
正
一
一

〃　夕昭
和
　
三

　
一
と
す
ぢ
の
大
ま
わ
り
な
る
蔓
枯
る
ｘ

　
落
葉
や
Ｚ
深
き
と
こ
ろ
が
道
ら
し
き

　
高
菜
か
く
女
と
話
し
母
お
そ
し

　
雪
を
出
し
額
の
枝
々
影
を
ひ
き

㈲
　
素
十
自
身
、
後
に
こ
の
句
集
に
載
せ
た
か
っ
た
句

　
道
の
べ
に
腰
か
け
て
春
を
惜
し
み
け
り

　
翠
黛
の
時
雨
い
よ
く
は
な
や
か
に

　
絢
ひ
上
ぐ
る
緒
を
頭
の
上
ま
で
も

　
組
緒
は
手
の
う
ち
に
絢
ふ
し
ょ
り
し
ょ
り
と

　
太
繩
を
絢
ふ
や
体
を
頓
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

㈹
　
「
初
鴉
」
よ
り
高
野
素
十
自
選
十
六
句

　
　
　
春

風
吹
い
て
蝶
々
迅
く
と
び
に
け
り

甘
草
の
芽
の
と
び
く
の
ひ
と
な
ら
び

方
丈
の
大
庇
よ
り
春
の
蝶

百
姓
の
血
筋
の
吾
に
麦
青
む

　
　
　
夏

早
乙
女
の
夕
べ
の
水
に
ち
ら
ば
り
て

揚
羽
蝶
お
い
ら
ん
草
に
ぶ
ら
下
る

夜
の
色
に
沈
み
ゆ
く
な
り
大
牡
丹

子
の
中
の
愛
憎
淋
し
天
瓜
粉

　
　
　
秋

桃
青
し
赤
き
と
こ
ろ
の
少
し
あ
り

白
浪
や
う
ち
ひ
ろ
が
り
て
月
明
り

昭
和
　
六

昭
和
　
九

昭
和
一
一
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な
き
ぞ
め
し
今
宵
の
虫
ゆ
鉦
叩

　
づ
か
く
と
来
て
踊
子
犯
さ
ｘ
や
け
る

　
　
　
　
冬

　
柊
の
花
一
本
の
香
か
な

　
官
片
の
つ
れ
立
ち
て
く
る
深
空
か
な

　
枯
蔓
に
官
業
か
に
ひ
っ
か
ｘ
り

　
鴨
渡
る
明
ら
か
に
又
明
ら
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

注
①
高
野
素
十
「
初
鶏
」
原
本
に
よ
る

　
②
「
初
鶏
」
の
掲
載
順
に
句
の
番
号
を
つ
け
た

　
⑧
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
‘
（
「
四
Ｓ
の
黄
金
時
代
」
の
項
の
注
④
に
同
じ
）

″
④
角
川
「
図
説
大
歳
時
記
」
に
よ
る
。

　
⑤
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
選
集
」
に
よ
る

　
⑥
「
芹
」
　
（
昭
和
四
三
年
一
月
号
六
ペ
ー
ジ
）

　
⑦
庄
⑥
に
同
じ
（
七
ペ
ー
ジ
）

　
　
五
、
素
十
の
句
柄
　
―
諸
家
評
１

　
　
「
素
十
俳
句
に
つ
い
て
」
或
は
「
素
十
俳
句
の
本
質
は
何
か
」
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
論
じ
た
文
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
等
多
く
の
論
の
ほ
と

ん
ど
が
「
初
鶏
」
ま
で
の
作
品
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
’
素
十
を
論
ず
る

に
足
る
作
品
の
大
部
分
が
大
正
末
期
か
ら
昭
和
十
年
代
の
後
半
ま
で
に
生
み
出

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
又
そ
れ
等
を
集
め
た
句
集
（
初
鶏
）
が
あ
ま
り
に

も
長
い
時
間
を
経
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の

句
集
出
版
の
遅
か
っ
た
原
因
は
と
い
え
ば
、
素
十
の
句
集
嫌
い
、
句
碑
嫌
い
に

よ
る
の
で
あ
る
。

　
今
こ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
論
を
ま
ず
事
典
類
よ
り
記
す
と
、
清
崎
敏
郎
氏
は

　
　
「
当
時
「
花
鳥
識
詠
≒
客
観
写
生
」
は
鹿
子
の
か
か
げ
る
二
旗
施
で
あ
り
、
そ

の
も
っ
と
も
忠
実
な
実
践
者
が
素
十
で
あ
っ
た
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
盛
時
は
大
正

初
期
と
昭
和
初
頭
を
鏝
と
す
る
。
が
、
指
導
者
虎
子
は
い
ず
れ
の
時
も
写
生
を
説

い
て
い
る
。
た
だ
大
正
初
期
に
お
い
て
は
写
生
を
裏
づ
け
る
人
生
探
求
的
な
主

観
の
涵
養
が
と
も
に
説
か
れ
、
写
生
は
い
わ
ば
手
段
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭

和
初
頭
に
な
る
と
、
「
花
鳥
鵬
詠
」
の
態
度
の
も
と
に
写
生
は
方
法
で
あ
る
と

共
に
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

　
そ
の
こ
と
に
も
っ
と
も
か
な
っ
た
政
が
素
十
の
俳
句
で
あ
り
、
澄
子

を
厚
く
し
て
い
る
。
即
物
的
、
簡
素
、
明
快
な
ど
が
そ
の
特
色
で
あ
る

　
と
あ
り
、
百
科
事
典
で
は

・
　
「
高
浜
虎
子
に
師
事
し
、
秋
桜
子
・
誓
子
・
青
畝
と
共
に
四
Ｓ
と
称
さ
れ
ホ

ト
ト
ギ
ス
で
活
躍
。
こ
ま
や
か
な
客
観
写
生
に
徹
し
［
草
の
芽
俳
句
］
と
い
わ

　
　
　
⑧

れ
た
」

　
ま
た
、
楠
本
憲
吉
氏
は

　
　
「
そ
の
句
風
は
客
観
写
生
に
徹
し
、
澄
子
の
唱
道
す
る
花
鳥
識
詠
の
忠
実
な

る
実
践
者
で
あ
る
…
…
中
略
…
…
し
か
し
一
面
、
客
観
的
傾
向
を
深
め
る
の
余

り
、
写
生
の

を
得
た
り
し

　
と
い
う
。

に
走
り
、
そ
の
俳
句
に
「
草
の
芽
俳
句
」
と
い
う
異
名

　
以
上
事
典
に
よ
る
素
十
評
は
い
ず
れ
も
「
客
観
写
生
」
　
「
澄
子
の
主
張
の
忠

実
な
実
践
者
」
　
「
草
の
芽
俳
句
」
と
評
す
る
点
で
ほ
ぼ
同
意
見
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
い
さ
さ
か
煩
わ
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
煩
を
い
と
わ
ず
に

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
主
人
た
る
庶
子
と
、
素
十
を
か
こ
む
素
十
と
同
時
代
の
俳
人
の

評
を
、
原
文
の
ま
ま
ホ
ト
ト
ギ
ス
よ
り
拾
っ
て
み
よ
う
。

％

％

？

ｒ

－

♂

－

一

－

！
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１

イ
、
小
川
素
風
郎
（
昭
和
二
年
四
月
号
七
四
ペ
ー
ジ
）

　
　
「
要
す
る
に
何
等
説
明
し
な
い
で
、
複
雑
な
感
じ
を
単
純
な
言
葉
で
描
き
出

し
て
い
る
点
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
立
派
な
芸
術
品
た
る
最
大
要
件
で

あ
る
。
」

ロ
、
高
浜
虚
子
（
昭
和
二
年
十
一
月
号
四
六
ペ
ー
ジ
）

　
　
「
で
き
る
だ
け
不
用
の
材
料
、
不
用
の
言
葉
を
抹
殺
し
、
最
後
に
残
っ
た
も

の
を
以
て
十
七
字
に
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
残
っ
た
も
の
は
強
く
は
っ
き
り
叙

さ
れ
て
い
る
。
」

ハ
ヽ
田
中
王
城
（
昭
和
三
年
八
月
号
四
一
ペ
ー
ジ
）

｀
　
「
俳
句
の
第
一
義
は
真
実
で
あ
る
。
」

ニ
ヽ
水
原
状
桜
子
（
昭
和
三
年
十
一
月
四
〇
ペ
ー
ジ
）

　
「
素
十
の
句
を
見
る
毎
に
僕
は
小
林
市
従
の
絵
を
思
う
。
真
摯
で
、
熱
が
篭

っ
て
、
そ
の
追
兵
力
は
到
底
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
。
」

ホ
ヽ
鈴
木
花
蓑
（
昭
和
四
年
三
月
号
十
一
ペ
ー
ジ
）

　
「
素
十
俳
句
は
純
写
生
で
真
実
性
に
富
ん
で
い
る
。
そ
し
て
妥
当
、
温
籍
、

簡
素
等
の
諸
性
質
を
備
え
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
が
こ
の
作
者
の
風
格
な
の
で
あ

る
・
真
実
性
を
裏
切
る
よ
う
な
誇
張
と
か
衛
気
と
か
い
う
も
の
は
こ
の
作
者
の

句
に
は
微
塵
も
な
い
。
純
真
な
美
、
平
淡
の
味
い
、
平
明
な
る
表
現
、
こ
れ
等
‘

は
こ
の
作
者
の
句
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
何
等
理
想
め
い
仁
も
の
を
見
な

｀
い
。
こ
れ
は
皆
、
こ
の
作
者
の
人
格
に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

へ
、
再
び
状
桜
子
（
昭
和
四
年
二
月
号
七
ペ
ー
ジ
）

　
ゝ
「
人
中
に
西
瓜
提
灯
と
も
し
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

　
こ
の
句
は
余
り
に
叙
法
が
淡
々
と
し
て
い
る
が
、
一
体
何
処
に
芸
と
し
て
傑

れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
見
当
が
つ
か
ぬ
。
そ
う
か
と
い
っ
て
、
決
し
て
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
Ｉ
Ｉ

　
ｓ
　
　
　
″
　
　
　
　
１
１

ｊ
ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
１
Ｆ
卜
―
汁
Ｉ
Ｉ
ロ
ー

‘
　
Ｊ
　
　
　
　
Ｉ

切
を
表
面
だ
け
の
写
生
切
だ
と
考
え
る
次
第
で
は
な
い
。
何
処
か
深
く
突
き
進

ん
だ
切
と
は
首
肯
け
る
の
で
あ
る
が
、
さ
て
斯
く
く
の
と
こ
ろ
が
よ
い
の
だ

と
い
う
要
点
を
つ
か
み
得
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
切
に
限
ら
ず
素
十
の
切
に
は
折

々
こ
の
解
き
難
い
諦
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
今
日
は
こ
の
点
を
先
生
に
御
重

教
願
っ
て
自
分
の
勉
強
の
資
と
し
仁
い
。
」

※
問
い
に
答
え
て
庶
子
（
同
八
ペ
ー
ジ
）

　
　
［
元
来
素
十
君
の
切
は
も
の
の
尖
端
を
捕
え
て
叙
す
る
と
こ
ろ
に
長
所
が
あ

る
・
唯
一
ポ
イ
ン
ト
が
淡
々
と
し
て
叙
し
て
あ
る
為
に
、
他
の
多
く
の
凡
切
と

伍
し
て
格
別
の
相
違
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
他
の
凡
切
は
忽
ち
見
ざ
め
が

す
る
中
に
素
十
君
の
切
は
だ
ん
く
味
が
出
て
来
る
と
い
う
の
は
、
一
に
其
尖

端
を
捕
え
て
描
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
素
十
君
が
私
の
切
を
評
し
て
、
地
下
深

く
盤
据
し
て
い
る
岩
が
少
し
其
先
を
地
上
に
露
出
し
た
よ
う
な
切
だ
と
い
っ
仁

こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
直
ち
に
素
十
君
の
切
に
当
て
は
ま
る
べ
き
評
語
で
あ

る
・
も
し
私
の
切
に
も
仮
り
に
そ
の
評
語
が
許
さ
る
る
と
す
る
な
れ
ば
、
其
露

出
し
て
い
る
部
分
が
私
の
は
鈍
状
で
平
板
で
あ
る
が
、
素
十
君
の
は
す
っ
き
り

と
し
て
鋭
い
、
そ
の
点
に
相
違
は
あ
る
。
此
の
切
も
「
と
も
し
来
る
」
と
い
う

刹
那
の
行
動
を
巧
み
に
捕
え
て
あ
る
と
こ
ろ
が
力
が
あ
る
の
で
あ
る
。
秋
桜
子

君
が
「
深
く
突
き
進
ん
だ
切
と
首
肯
け
る
の
で
あ
る
が
云
々
」
と
い
わ
る
る
と

こ
ろ
は
こ
の
点
で
あ
る
。
」

ト
ヽ
池
内
仁
け
し
゛
（
昭
和
七
年
七
月
号
三
七
ぺ
・
‐
ジ
）

　
　
「
解
釈
を
し
て
み
る
と
つ
ま
ら
な
い
よ
う
に
見
え
て
、
只
じ
っ
と
読
ん
で
見

て
い
る
う
ち
に
味
い
が
出
て
く
る
。
要
す
る
に
兎
角
の
解
釈
を
す
る
よ
り
も
黙

っ
て
見
て
い
る
と
い
う
切
で
あ
る
。
素
十
君
の
切
に
往
々
非
難
を
云
う
大
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
只
一
目
見
た
だ
け
で
解
釈
す
る
た
め
で
は

－
１
１
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
♂
り
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
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な
か
ろ
う
か
。
」
　
　
　
　
’
　
　
　
・

チ
、
富
安
風
生
（
昭
和
八
年
十
二
月
号
五
六
ペ
ー
ジ
）

　
　
「
無
駄
な
言
葉
を
一
つ
も
使
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
一
見
ば
ら
ば
ら
の
よ
う

に
見
え
る
言
葉
が
、
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
て
全
体
と
し
て
し
っ
か
り
と
強
い

調
子
を
な
し
て
い
る
。
」

リ
、
山
口
青
邨
（
昭
和
十
年
三
月
号
三
八
ペ
ー
ジ
）

　
　
「
的
確
な
写
生
で
あ
っ
て
真
に
敬
服
す
る
。
」

ヌ
ヽ
松
本
た
か
し
（
昭
和
十
二
年
八
月
号
三
七
ペ
ー
ジ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
「
圧
縮
さ
れ
き
っ
た
も
の
が
膨
れ
上
っ
て
く
る
力
を
押
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
、
俳
句
の
も
つ
端
的
さ
、
簡
潔
性
と
い
う
も
の
の
見
本
。
視
覚
的

な
明
確
さ
。
作
者
は
自
身
の
感
動
に
対
し
て
は
、
客
観
的
態
度
を
崩
さ
な
い
。
」

　
以
上
ハ
人
（
十
の
綸
）
の
綸
は
す
べ
て
、
素
十
の
句
柄
を
あ
る
面
か
ら
的
確

に
捕
え
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
゛

　
特
に
そ
の
巾
で
諸
家
に
共
通
し
て
強
く
評
せ
ら
れ
て
い
る
点
は
、
「
真
実
性

」
　
「
簡
素
」
　
「
平
淡
」
そ
し
て
そ
の
根
本
と
な
る
「
客
観
的
態
度
」
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　
私
は
こ
れ
ら
の
説
と
大
方
の
点
で
は
重
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
更
に

で
は
素
十
俳
句
の
ど
こ
に
そ
の
「
真
実
性
」
　
「
簡
素
性
」
が
深
く
蔵
さ
れ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　
Λ
付
記
２
∇

　
右
の
諸
綸
巾
（
四
）
の
秋
桜
子
の
虚
子
へ
の
質
問
で
あ
る
が
、
こ
の
質
問
は
、
虚

子
の
「
秋
桜
子
と
素
十
」
　
（
昭
和
三
年
十
一
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
の
直
後
の
こ

と
で
あ
り
、
前
述
§
と
比
較
す
る
と
秋
桜
子
の
素
十
俳
句
に
対
す
る
批
判
（
不

満
？
不
解
９
・
）
が
あ
る
程
度
表
面
に
現
れ
た
感
じ
が
す
る
。
し
か
も
そ
の
こ
と

Ｆ
Ｅ
に
ド
二

¨
ｒ
゛
…
…

r （

は
、
昭
和
四
年
五
月
号
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
の
素
十
の

巻
　
頭
　
句

　
朝
顔
の
双
葉
の
ど
こ
か
濡
れ
ゐ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

に
対
す
る
秋
桜
子
の
句
評
（
昭
和
四
年
六
月
号
七
二
ペ
ー
ジ
）
で
よ
り
は
っ
き

り
し
た
言
葉
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち

　
　
「
僕
と
素
十
君
と
は
逢
う
度
に
「
こ
う
い
う
句
が
出
来
た
が
」
と
言
っ
て
意

見
を
求
め
合
う
。
と
こ
ろ
が
素
十
君
の
こ
の
頃
の
作
を
聞
か
さ
れ
る
と
、
或
る

程
い
い
な
と
思
う
が
何
と
し
て
も
頭
を
下
げ
る
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

素
十
君
は
又
私
の
句
を
聞
い
て
い
い
と
言
っ
た
場
合
も
、
尚
且
つ
多
少
困
っ
た

も
の
だ
と
い
う
よ
う
な
顔
を
す
る
。
そ
の
お
互
の
心
の
隔
り
を
追
求
し
て
見
る

と
、
結
局
こ
う
い
う
事
に
帰
着
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
私
は
一
般
に
俳
句
に

詩
の
不
足
す
る
こ
と
が
困
る
と
い
う
説
、
素
十
君
は
俳
句
に
詩
が
過
剰
で
あ
る

の
が
困
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
言
う
と
、
素
十
君
の
欠
点

を
求
め
れ
ば
詩
の
不
足
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
だ
と
私
は
思
う
」

　
又
、
こ
の
句
に
対
す
る
虚
子
評
は

朝
顔
の
双
葉
を
描
い
て
生
命
を
伝
え
得
た
も
の
は
、
宇
宙
の
全
生
命
を
伝
え
得

た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
鐘
の
一
局
部
を
叩
い
て
其
全
体
の
響
を
伝
え
得
る

と
一
般
で
あ
る
。
又
俳
句
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
所
を
目
的
に
し
て
進
む
べ

き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
八
付
記
３
∇

　
こ
こ
で
「
草
の
芽
俳
句
」
と
い
う
異
名
？
に
つ
い
て
少
々
述
べ
る
こ
と
に
す

る
ｏ

　
こ
の
異
名
の
元
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
年
六
月
号
（
一
四
ペ
ー
ジ
）
の
雑

詠
句
評
会
で
、
「
俳
句
の
技
巧
」
に
つ
い
て
秋
桜
子
が
素
十
に
質
問
し
、
そ
れ

16－
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’
に
答
え
た
素
十
の
言
葉
か
ら
出
た
も
の
と
凪
わ
れ
る
。
即
ち

　
　
「
修
業
の
道
と
し
て
は
初
め
か
ら
大
作
な
ど
を
描
こ
う
と
い
う
気
を
起
さ
ず

に
、
先
ず
一
木
一
草
一
馬
一
虫
を
正
確
に
見
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
」
と
あ
り

そ
の
後
し
ば
ら
く
一
般
に
は
コ
木
一
草
俳
句
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
素
十
の
、
昭
和
二
年
四
月
号

　
　
額
の
芽
の
め
だ
ち
て
青
む
二
つ
三
つ

を
先
駆
と
し
て
、
昭
和
三
年
五
月
号
の

　
　
名
草
の
芽
や
静
か
に
も
慌
り
ぬ

に
そ
の
走
り
を
思
わ
せ
て
い
仁
も
の
が
つ
い
に
、

　
　
額
の
芽
の
一
葉
ほ
ぐ
れ
て
枯
れ
添
え
る

　
　
青
み
ど
ろ
も
た
げ
て
か
な
し
菖
蒲
の
芽

　
　
お
ほ
ば
こ
の
芽
や
大
小
の
葉
三
つ

　
　
朝
顔
の
双
葉
の
ど
こ
か
濡
れ
ゐ
た
る

　
　
邪
魔
な
り
し
桑
の
一
枝
も
芽
を
吹
け
る

の
五
句
全
部
を
「
草
の
芽
」
で
描
き
、
昭
和
四
年
五
月
号
で
巻
頭
を
得
た
の
で

あ
る
。
更
に
翌
六
月
号
で

　
　
ひ
と
な
ら
び
甘
草
の
芽
の
明
る
さ
よ

　
　
甘
草
の
芽
の
と
び
く
の
ひ
と
な
ら
び

を
含
む
五
句
で
連
続
巻
頭
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
草
の
芽
」
を
素

材
に
し
た
も
の
が
当
時
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
り
澄
子
の
信
頼
を

厚
く
し
、
か
つ
秋
桜
子
等
の
「
主
観
」
尊
重
派
に
反
駁
を
受
け
た
時
の
そ
の
評

語
で
あ
る
。

　
　
「
俳
斎
火
辞
典
」
に
は
、
「
昭
和
初
頭
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
客
観
写
生
が
嵩
じ
て

璃
末
主
義
に
陥
っ
た
の
を
孫
楡
し
て
称
し
た
。

　
　
甘
草
の
芽
の
と
び
く
の
ひ
と
な
ら
び

な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
」
と
あ
る
。

素
十

　
注
①
四
Ｓ
の
処
女
句
集
出
版
の
年
度
を
あ
げ
る
と
秋
桜
子
「
葛
飾
」
　
（
馬
酔
木

　
　
　
社
刊
昭
和
五
）
青
畝
「
万
両
」
　
（
青
縞
句
集
刊
行
会
昭
和
六
）
誓
子
「
凍

　
　
　
港
」
　
（
東
京
素
人
社
刊
昭
和
七
）

　
　
②
イ
「
句
集
を
出
す
面
倒
を
す
る
暇
に
一
句
で
も
作
り
た
い
」
　
（
ま
は
ぎ
二

　
　
　
　
Ｉ
九
号
）

　
　
　
　
ロ
「
一
個
人
の
句
集
と
い
う
も
の
は
、
多
く
は
味
わ
い
が
単
調
で
…
…
中

　
　
　
　
略
…
…
そ
の
上
世
間
を
意
識
し
た
浅
墓
さ
が
読
後
と
し
て
残
り
後
味
が
悪

　
　
　
　
い
」
　
（
芹
昭
和
四
三
年
一
月
号
二
ペ
ー
ジ
）

　
　
③
「
現
代
日
本
文
学
大
事
典
」
　
（
明
治
書
院
）

　
　
④
付
記
３

　
　
⑤
「
世
界
原
色
百
科
事
典
５
」
　
（
小
学
館
）

　
　
⑥
「
俳
諸
天
辞
典
」
　
（
明
治
書
院
）

　
　
⑦
ハ
人
の
論
評
は
全
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
句
評
会
及
び
そ
の
他
ホ
ト
ト
ギ

　
　
　
ス
掲
載
文
よ
り

　
　
⑧
付
記
２

‘
　
　
六
、
素
十
俳
句
の
「
真
実
性
」
と
「
簡
素
性
」

　
　
い
う
ま
で
も
な
く
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
主
張
は
客
観
写
生
で
あ
っ
た
。
し
か

　
も
昭
和
の
初
頭
に
お
い
て
は
、
そ
の
写
生
は
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
目
的
で
も

　
あ
っ
た
・
私
は
こ
の
「
写
生
」
と
い
う
面
を
重
視
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い

　
と
思
う
。

　
　
　
「
初
鴉
」
を
一
読
し
て
数
詞
の
多
い
の
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
に
つ
い
て
例
え

　
ば
富
安
風
生
氏
は
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「
数
詞
「
こ
の
頻
出
が
誰
に
も
目
の
つ
く
こ
と
も
わ
か
る
通
り
、
素
十
句
の

特
徴
が
「
単
純
化
の
極
致
」
に
帰
す
づ
と
言
い
、
斎
藤
庫
太
郎
氏
は

　
　
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
入
選
句
（
昭
和
二
四
年
ま
で
）
凡
そ
八
七
〇
句
中
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

○
句
の
数
に
よ
る
表
現
が
あ
る
」
と
そ
の
数
詞
の
多
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
次
に
示
す
表
は
、
私
が
「
初
鶏
」
六
五
七
句
（
重
出
句
を
除
け
ば
六
五
回
句

）
の
中
か
ら
拾
っ
た
数
詞
に
よ
る
表
現
の
句
数
と
、
そ
の
数
詞
の
種
類
で
あ
る

数
詞
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
1
0
0
　
百
千
鳥
堂
塔
い
ま
だ
整
は
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
3
4
7
　
畦
近
く
蓮
の
巻
葉
や
源
五
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
‘

　
3
5
6
　
百
姓
の
広
き
背
中
や
汗
流
る

の
如
き
も
の
は
、
は
っ
き
り
し
た
名
肩
巾
の
数
で
あ
る
の
で
は
ぶ
い
た
が
、

　
4
4
0
　
三
日
月
の
沈
む
弥
彦
の
裏
は
堰

　
6
3
4
　
野
に
千
せ
る
四
五
歳
の
子
の
布
子
か
な

等
は
、
そ
の
対
象
な
る
姿
を
は
っ
き
り
示
し
、
か
つ
印
象
づ
け
得
る
の
で
、
数

詞
と
し
て
入
れ
て
あ
る
。

％ 計 数　詞

8.5 56 １

1.8 11 ２

１

--ヽ

１

３

了

0.25 ２ 10 1

0.5 ４
１
１

0.3 ３ １
２

１ 了
２
３

0.5 ４ ４
５

１ １

５
６

１
１
１

５
６

14 91 計

鴉654句中初

Ｆ

｜

１

１

　
右
の
表
の
よ
う
に
、
数
詞
の
占
め
る
割
合
が
実
に
全
体
の
一
四
八
Ｉ
セ
ン
ト

に
当
り
、
特
に
「
□
に
よ
る
表
現
句
は
ハ
・
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
で
あ
る
。
更
に

419 109

田
打
鍬
一
人
洗
ふ
や
Ｉ
人
待
ち

一
面
の
露
の
芝
生
の
一
葉
か
な

等
の
１
・
１
‐
に
よ
る
表
現
句
を
加
え
れ
ば
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
の
で

あ
る
。
又
、
数
詞
句
中
で
「
こ
の
占
め
る
割
合
は
六
六
％
と
い
う
高
率
で
あ

る
。
い
ま
こ
れ
を
、
四
Ｓ
の
他
の
作
家
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
次
の

表
と
な
る
。

誓

子

青

畝

秋
桜
子

素

十∧
515 569 421 654 句

数

23 46 27 91 句
数

数
詞

句4.4 ８ 6.4 14 ％

８ 32 13 60 句
数

蔦

):
1.5 5.6 ３ 9.2 ％

回 碧

十IF

で

ホ
ト
ト

ギ

ス
虎
子

選
入
選
句

初

鶏

備

考

　
こ
の
他
の
三
者
に
対
し
て
、
素
十
俳
句
に
お
け
る
「
数
詞
句
」
の
占
め
る
パ

ー
セ
ン
ト
の
高
さ
を
、
私
は
「
真
実
性
」
の
裏
付
け
と
す
る
の
で
あ
る
。
数
詞

を
多
く
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
素
材
た
る
「
対
象
」
に
近
づ
き
、

深
く
観
察
し
、
そ
し
て
心
に
そ
の
も
の
の
本
当
の
姿
を
強
く
感
じ
と
ら
ね
ば
出

来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
の
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
そ
の
も
の
の
本
質
を
探

り
あ
て
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
は
、
虚
構
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
作
者
の
心
に

18
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讐

写
し
出
さ
れ
る
も
の
は
全
て
数
的
に
捉
え
ら
れ
、
も
の
の
数
と
は
、
即
ち
、
も

の
の
真
実
の
姿
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
素
十
は
、
俳
句
を
始
め
て
ま
だ
一
年
足
ら
ず
の

頃
す
で
に
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
「
俳
句
入
門
欄
」
で
『
も
っ
と
／
ヽ
Ｘ
自
然
の
懐
に

飛
び
込
ん
で
、
服
く
自
然
を
直
観
し
な
く
て
は
な
ら
な
ら
』
と
自
覚
し
、
そ
れ

か
ら
四
年
後
に
は

　
　
「
私
が
俳
句
に
入
っ
て
か
ら
、
と
に
か
く
客
観
写
生
と
云
う
こ
と
を
志
し
て

た
だ
物
を
精
密
に
Ｉ
目
や
耳
を
通
し
て
精
密
に
Ｉ
Ｉ
観
察
し
よ
う
と
し
て
歩

い
た
。
そ
の
頃
は
目
が
全
く
細
い
事
に
ば
か
り
向
っ
て
、
物
を
見
る
の
が
苦
し

く
な
っ
た
。
野
菊
の
花
の
例
を
ひ
く
と
、
花
弁
の
数
ま
で
勘
定
を
始
め
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
一
叢
に
な
っ
て
咲
い
て
居
る
野
菊
の
花
に
、
そ
の
二
つ
三
つ
は

き
っ
と
花
弁
が
Ｉ
二
弁
と
れ
て
居
る
も
の
が
あ
る
の
を
記
憶
し
て
ぃ
ぬ
と
述

べ
て
い
る
こ
と
も
、
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
写
生
」
し
か
も
、
「
精
密
な
る
写
生
」
に
お
い
て
自
然
物
の
印
象
を
統
一

さ
せ
、
対
象
の
も
つ
真
の
姿
の
一
部
を
も
っ
て
、
全
て
の
自
然
を
象
徴
し
、
し

か
も
鮮
か
に
対
象
そ
の
も
の
を
再
現
さ
せ
得
る
が
た
め
に
、
読
者
に
「
真
実
性

」
を
迫
る
の
で
あ
る
。

　
古
来
、
日
本
文
学
の
要
が
「
も
の
の
ま
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
‘

こ
の
素
十
俳
句
の
も
つ
「
真
実
性
」
は
そ
の
ま
ま
芸
術
的
価
値
を
有
す
る
も
の

の
範
囲
に
あ
る
。
芸
術
的
価
値
と
は
芸
術
美
を
も
つ
作
品
に
与
え
ら
れ
る
言
葉

で
あ
り
、
そ
の
芸
術
美
と
は
作
品
の
上
に
自
然
の
永
遠
祖
が
描
き
出
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悠
久
な
自
然
界
の
永
還
相
を
描
き
出
す
の
に
、
素
十
は

草
の
芽
等
の
自
然
そ
の
も
の
の
忠
実
な
写
生
で
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
が
、
こ
の
数
詞
の
多
用
に
つ
い
て
素
十
自
身
は

　
　
「
某
問

　
　
方
丈
の
大
庇
よ
り
春
の
蝶

の
句
も
、
は
じ
め
は
「
蝶
一
つ
」
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
句
の

が
悪
く
［
春
の
蝶
］
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
点
は
了
解
さ
れ

素
十

≒碧

　
し
か
し
、
素
十
の
数
詞
多
用
の
傾
向
は
、
初
鶏
以
後
も
顕
著
で
あ
る
。
即
ち

「
写
生
」
の
態
度
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

最
近
一

年

発

墨

雪

片ケ
155 398 406 句

数

5了 83 了8 句
数

数

詞

句3了 21 冒 ％

23 4了 36 句
数

諮

ｙ

句
14.8 11 .8 了.8 ％

回

44
管

月ふ

管

月

備

考

　
次
に
「
数
詞
」
を
用
い
た
句
が
多
い
理
由
の
一
つ
に
、
「
省
略
」
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
省
略
に
関
し
て
は
「
素
十
の
句
柄
」
で
述
べ
た
如
く

曰
く
、
不
用
の
材
料
の
抹
殺
。
曰
く
、
無
駄
な
言
葉
を
少
し
も
使
わ
ぬ
。
曰

く
、
圧
縮
さ
れ
た
も
の
、
曰
く
、
何
千
万
ト
ン
の
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
を
煮
つ
め
て
得

た
Ｔ
ｌ
リ
グ
ラ
ム
の
ラ
ジ
ウ
ム
。
等
々
々
。

　
削
っ
て
削
っ
て
、
そ
し
て
最
後
に
残
っ
た
エ
キ
ス
が
素
十
俳
句
で
あ
る
と
い

う
見
方
も
出
来
る
の
で
あ
る
・
。
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例
え
ば
、
自
然
界
に
あ
る
樹
木
を
写
生
す
る
と
仮
定
す
る
。
写
生
が
深
く
な

る
に
つ
れ
て
、
。
空
も
ま
わ
り
の
木
も
い
つ
の
ま
に
か
う
す
れ
、
只
丁
寧
の
木
の

み
が
残
る
。
更
に
そ
の
木
を
凝
視
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
木
か
ら
枝
が
消
え

葉
が
消
え
て
、
そ
こ
に
は
太
い
幹
だ
け
が
浮
き
上
っ
て
く
る
。
そ
の
幹
と
は
、

大
自
然
の
、
こ
の
大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
は
っ
た
も
の
、
即
ち
対
象
の
核
心

な
の
で
あ
る
。
作
句
の
は
じ
め
に
あ
っ
た
多
く
の
材
料
が
、
こ
う
し
て
只
一
本

の
幹
に
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
。
だ
か
ら
、
素
十
俳
句
に
お
け
る
数
詞
の
「
□
磁

写
生
の
過
程
で
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
省
略
は
又
、
素
十
俳
句
の
「
簡
素
性
」
に
も
通
ず
る
。
私
の
こ
こ
で
い

う
省
略
と
は
一
句
を
為
す
た
め
の
材
料
の
抹
殺
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
抹
殺
の

方
法
と
し
て
、
語
を
重
ね
た
副
詞
の
多
用
と
、
言
葉
を
重
ね
た
反
復
の
叙
法
の

多
用
を
指
摘
す
る
。

　
例
え
ば
、
謳
を
重
ね
た
副
詞
の
使
用
と
し
て

　
３
、
ば
ら
ば
ら
に
飛
ん
で
向
う
へ
初
鶏

519 394 320 118

甘
草
の
芽
の
と
び
と
び
の
ひ
と
な
ら
び

鮎
筑
を
さ
げ
て
ぽ
ん
ぽ
ん
橋
を
馳
け

づ
か
づ
か
と
来
て
踊
子
に
さ
さ
や
け
る

藁
砧
と
ん
と
ん
と
鳴
り
こ
つ
こ
つ
と

又
、
言
葉
を
重
ね
た
叙
法
に
は

492 342 185

a
M
I

I
Ｉ
ｊ
ｊ
ｌ

わ
が
影
に
畦
を
塗
り
つ
け
塗
り
つ
け
て

波
ゆ
き
て
波
ゆ
き
て
寄
る
海
月
か
な

ニ
把
づ
つ
を
受
け
と
め
く
稲
架
掛
く
る

Ｆ

615 58了

鴨
渡
る
明
ら
か
に
ま
た
明
ら
か
に

惜
別
の
枡
を
く
べ
足
し
く
べ
足
し
て

等
が
よ
き
句
例
で
あ
る
。

　
こ
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
対
象
で
あ
る
素
材
を
削
っ
て
削
っ
て
そ
の
要
点
の

み
を
強
調
し
て
、
一
句
の
姿
の
印
象
を
す
っ
き
り
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の

強
調
は
誇
張
で
は
な
い
。
は
じ
め
平
面
（
自
然
そ
の
ま
ま
の
姿
）
で
あ
っ
た
も

の
が
、
ま
わ
り
の
雑
物
を
削
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
浮
彫
り
な
の
で
あ
る
。

即
ち
、
句
が
「
浮
彫
り
」
で
あ
る
故
に
、
素
十
俳
句
は
写
真
で
も
絵
画
で
も
表

わ
し
得
な
い
、
立
体
的
な
生
き
た
姿
を
描
き
出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
反
復
に
よ

％ 言葉 語句 反復語 句数Ｉ

5.1 ８ 26 34 654 初　鴉

素

十

6.1 ６ 24 30 406 雪　片

10.5 ９ 33 42 398 野花集

16.1 13 12 25 155 最近

2.1 ０ ９ ９ 421 秋桜子

0.8 ０ ４ ４ 515 誓　　子

5.6 ９ 23 32’ 569 青　　畝

&
M
＆
J
i
.
1
'
‐
.
.
.
‐
.
.
j

る
材
料
の
省
略
は
、
視
覚
的

聴
覚
的
に
対
象
を
明
確
に

表
わ
し
、
一
読
し
て
清
々
し

い
ム
ー
ド
に
惹
き
入
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

技
巧
９
省
略
（
「
ご
多
用

。
反
復
語
多
用
」
に
よ
る
端

的
な
表
現
が
「
簡
素
」
　
「
平

明
」
　
「
平
淡
」
と
い
う
評
語

を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
上
に
示
す
表
は
、
素
十
の

諸
句
集
及
び
四
Ｓ
の
作
品
の

反
復
語
の
使
用
に
関
す
る
数

字
で
あ
る
。

ｉ
、
、
こ
？

一20



ｌ ｊ

∇
乃
毎

加

ｔ

　
右
の
表
か
ら
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
的
」
と
言
わ
れ
る
青
畝
・
素
十
と
、
「
新
叙

情
派
」
　
（
主
観
尊
重
）
の
秋
桜
子
・
誓
子
の
表
現
上
で
の
違
い
が
認
め
ら
れ

る
。
特
に
素
十
は
年
を
追
う
毎
に
、
先
の
数
詞
多
用
と
同
様
に
、
反
復
語
も
又

多
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
点
を
以
て
「
初
鴉
」
の
句
の
傾
向
を
み
る
時
、
私
は
「
写
生
」
「
省

略
」
に
徹
し
て
い
る
と
凪
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
「
真
実
性
」
と

　
「
簡
素
性
」
が
生
れ
出
た
と
、
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

注
①
富
安
風
生
「
大
正
秀
句
」
　
（
昭
和
三
九
年
十
二
月
春
秋
社
刊
二
五
ペ
ー

　
　
ジ
）

　
②
ホ
ト
ト
ギ
ス
昭
和
二
四
年
十
月
号
二
〇
ペ
ー
ジ

　
③
ホ
ト
ト
ギ
ス
大
正
十
三
年
十
月
号
四
四
ペ
ー
ジ

　
④
ホ
ト
ト
ギ
ス
昭
和
三
年
十
二
月
号
三
五
ペ
ー
ジ

　
⑧
俳
誌
「
し
ほ
さ
い
」
昭
和
四
四
年
十
二
月
号
三
ペ
ー
ジ

　
⑥
庄
②
に
同
じ

　
⑦
中
島
斌
雄
『
現
代
俳
句
全
講
』
　
（
学
燈
社
刊
）
を
庄
①
二
五
三
ペ
ー
ジ
よ

　
　
り
転
載
。

　
　
七
、
「
初
鴉
」
に
お
け
る
素
十
俳
句
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

　
私
は
こ
こ
で
素
十
俳
句
の
本
質
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
と
し
て
、
句
の
領
域
か

ら
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
こ
の
領
域
と
し
て
二
つ
の
観
点
、
即
ち
「
取
材
面

」
と
「
表
現
態
度
の
面
」
を
調
べ
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
大
　
　
景

ｊ

二
万

】

い
い

・
よ
ノ
」
ド
」
ド

　
　
ド
好
古
趣
味

二
、
表
現
の
態
度
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
然
を
尊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｉ
理
想
を
尊
ぶ

句
数135 131　255 694

4
‥

珀句
数

6
4
6

Ｒ
）

割
合
％

２　了　21　20　39　11割
合
％

1.3 98.7

　
右
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
取
材
と
し
て
は
、
天
然
を
対
象
と
し
た
何
が
人

事
何
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
く
、
天
然
の
中
で
は
小
景
、
動
植
物
を
対
象
と
し
た

も
の
が
多
い
。
又
、
人
事
何
の
中
で
は
生
活
を
詠
っ
た
も
の
が
多
く
、
全
体
で

も
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
何
を
右
の
領
域
で
分
類
す
る

場
合
、
厳
密
に
い
う
と
、
小
景
何
で
あ
り
か
つ
動
植
物
を
対
象
と
し
た
よ
う
な

何
も
多
々
あ
る
。
又
、
何
の
解
釈
上
で
は
生
活
何
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
何
の

対
象
そ
の
も
の
は
大
景
で
あ
っ
た
り
す
る
例
が
あ
り
、
右
の
分
類
の
数
宇
に
は

人
に
よ
り
若
干
の
出
入
が
あ
る
と
思
う
。

例
え
ば
、
大
景
と
小
景
と
の
区
別
の
場
合

2
4
6
　
虹
の
輪
や
一
人
二
人
は
石
を
投
げ

（
大
）

の
句
で
は
「
一
人
二
人
」
の
人
の
動
き
を
近
景
に
置
き
「
虹
の
輸
」
と
い
う
大
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き
な
空
間
を
対
立
さ
せ
て
い
る
。
又
特
に
小
景
と
動
植
物
何
の
重
り
は
多
く

　
1
8
　
流
れ
き
て
次
の
屯
へ
蛸
糾
一
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
動
）

　
3
5
1
　
蝶
歩
く
百
日
草
の
花
の
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
動
）

小
景
何
と
生
活
何
で
も

　
『
1
8
5
　
わ
が
影
に
畦
を
塗
り
つ
け
塗
り
つ
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
）

更
に
大
景
何
と
生
活
何
に
も

　
7
5
　
麦
踏
の
出
て
い
る
島
の
畑
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
）
　
’

等
が
あ
り
、
こ
れ
等
の
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
領
域
の
分
類
は
極
め
て
主

観
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
表
現
の
態
度
」
に
お
い
て
「
理
想
を
尊
ぶ
」
何
と
は
、
作
者
の
主
観
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
何
を
私
は
指
し
て
い
る
。
例
え
ば

　
3
5
7
　
子
の
中
の
愛
憎
淋
し
天
瓜
粉

の
如
き
何
で
あ
る
。
「
自
然
を
尊
ぶ
」
何
は

　
1
1
7
　
お
ほ
ば
こ
の
芽
や
大
小
の
葉
三
つ

等
を
代
表
と
す
る
写
生
何
を
指
す
。

　
さ
て
、
私
の
分
類
し
た
何
（
私
の
主
観
に
よ
り
）
を
例
に
上
げ
て
論
を
進
め

よ
ら
ノ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
（
例
一
）
取
材
　
大
　
　
景

422587

雁
の
声
の
し
ば
ら
く
空
に
満
ち

鴨
渡
る
明
ら
か
に
ま
た
明
ら
か
に

（
例
二
）
取
材
　
小
　
　
景

5
0
　
泡
の
び
て
一
勁
き
し
ぬ
薄
氷

ｌ
ｔ
　
　
　
Ｊ

Ｆ
卜
堅
ド

ド
」

Ｋ

1
4
9
　
苗
代
に
落
ち
一
塊
の
畦
の
土

（
例
三
）
取
材
　
動
植
物

359 24了

ひ
ま
わ
り
の
双
葉
ぞ
く
ぞ
く
日
に
向
ひ

帽
わ
っ
て
て
ん
と
う
虫
の
飛
び
い
づ
る

（
例
四
）
取
材
　
生
　
　
活

2了0
594

客
あ
り
て
笥
掘
の
小
提
灯

鴨
打
の
家
の
女
房
子
を
抱
く

（
例
五
）
取
材
　
特
殊
市
井
雑
事

2
6
3
　
祭
見
や
こ
ぶ
の
爺
の
あ
こ
に
を
る

訓
　
毛
見
の
あ
と
よ
り
一
人
出
て
先
に
立
つ

（
例
六
）
取
材
　
好
古
趣
味

1
3
7
　
初
蝶
や
昔
は
お
ど
ろ
な
り
し
宿

3
9
1
　
家
持
に
ゆ
か
り
の
温
泉
薄
月
夜

（
例
七
）
表
現
の
態
度
　
自
然
を
尊
ぶ

26〔川39

風
吹
い
て
蝶
々
迅
く
飛
び
に
け
り

あ
ら
は
れ
て
流
る
る
蕗
の
広
葉
か
な

（
例
ハ
）
表
現
の
態
度
　
理
想
を
尊
ぶ

3
0
　
雷
組
頭
ゆ
公
魚
な
ど
は
悲
し
か
ら
ん

3
5
7
　
子
の
中
の
愛
憎
淋
し
天
瓜
粉

虚
子
は
そ
の
序
文
で
「
句
に
光
が
あ
る
」
と
述
べ
て
「
古
今
を
通
じ
て
連
想
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驚

ｔ

す
る
も
の
は
元
禄
の
凡
兆
位
で
あ
る
が
、
素
十
に
は
及
ば
な
い
。
こ
れ
は
人
と

し
て
の
光
で
あ
ろ
う
」
と
断
言
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
光
」
に
つ
い
て
、
又
「
凡
兆
と
の
比
較
」
に
つ
い
て
、
三
宅
清
三
郎

氏
は

　
　
ほ
と
と
ぎ
す
何
も
な
き
野
の
門
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
兆

　
　
一
本
の
あ
仁
り
に
木
な
き
大
冬
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

　
　
禅
寺
の
松
の
落
葉
や
神
無
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
兆

　
　
蟻
地
獄
松
風
を
聞
く
ば
か
り
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

　
　
あ
る
僧
の
嫌
ひ
し
花
の
都
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
兆

　
　
北
嵯
峨
を
住
み
捨
て
し
人
花
吹
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
十

等
の
句
を
一
句
づ
つ
並
べ
る
と
、
澄
子
先
生
の
言
う
「
光
」
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が

１
分
る
よ
う
な
気
が
私
に
は
す
る
。
そ
れ
は
、
客
観
即
ち
描
か
れ
る
も
の
と
、

主
観
即
ち
こ
れ
を
描
く
心
と
が
発
止
と
ぶ
つ
か
っ
て
発
す
る
熾
烈
な
生
気
で
あ

る
。
そ
し
て
更
に
前
掲
の
句
を
一
つ
一
つ
比
較
し
て
見
れ
ば
、
凡
兆
の
句
よ
り

素
十
の
句
の
方
が
、

っ
て
の
ぞ
ん
で
い
る

と
考
察
し
て
い
る
。

捉
え
方
が
精
緻
で
あ
り
、
は
る
か
に
深
い
情
を
も

　
私
は
、
こ
の
虎
子
の
言
う
「
人
と
し
て
の
光
」
と
三
宅
氏
の
言
う
「
客
観
と

主
観
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
」
及
び
「
深
い
情
」
の
意
見
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
素
十

俳
句
の
本
質
は
「
も
の
の
生
命
」
だ
と
主
張
す
る
。
素
十
は
一
句
一
句
取
り
扱

っ
た
対
象
の
全
て
に
、
「
生
命
」
を
与
え
て
い
る
と
思
え
る
。

　
例
一
・
例
三
に
引
い
た
、
雁
、
鴨
、
天
道
虫
、
ひ
ま
わ
り
、
こ
れ
ら
の
一
馬

一
草
に
は
勿
論
の
こ
と
、
例
二
の
如
く
、
水
面
に
浮
く
は
か
な
い
泡
を
生
命
あ

る
も
の
の
よ
う
に
動
か
せ
、
そ
の
「
生
命
」
を
更
に
薄
氷
に
ま
で
及
ぼ
し
て
、

W

生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
素
十
俳
句
に
多
い
こ
の
「
動
き
」

は
ヽ
虚
子
の
言
う
「
刹
那
の
動
き
」
で
あ
り
、
「
生
き
て
い
る
」
も
の
の
姿
で

あ
り
、
自
然
物
へ
の
生
命
移
入
な
の
で
あ
る
。

　
又
、
美
し
い
縁
の
苗
代
に
張
っ
た
一
枚
の
静
か
な
水
に
、
そ
の
静
寂
を
破
っ

て
落
ち
か
二
塊
の
土
く
れ
。
こ
の
句
に
お
い
て
は
、
こ
の
Ｉ
か
た
ま
り
の
土
に

さ
え
も
、
自
然
の
大
な
る
生
命
が
躍
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
例
四
の
「
客
あ
り
て
」
の
句
で
は
、
客
と
主
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
が
、
く

ら
が
り
に
現
わ
れ
た
笥
掴
の
提
灯
の
灯
を
通
し
て
、
素
朴
な
人
間
の
愛
の
灯
を

導
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
又
「
鴨
打
の
」
の
句
の
、
子
を
抱
く
一
女

房
の
姿
は
、
こ
の
世
の
雑
事
を
は
る
か
に
超
越
し
仁
、
ま
さ
に
悲
母
の
姿
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
例
五
の
両
句
に
は
共
通
し
て
、
人
間
の
真
実
の
生
活
が
あ
る
。
飾
り
の
な
い

言
葉
で
、
自
分
の
囲
り
に
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
の
姿
を
叙
し
た
だ
け
の
句

で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
動
作
、
一
つ
の
言
葉
の
中
に
ひ
そ
ん
で
い
る
百
姓
の

或
は
庶
民
の
苦
し
み
と
笑
い
が
、
は
っ
き
り
と
読
者
の
心
に
焼
き
つ
け
ら
れ

る
。
三
宅
氏
の
言
う
「
情
」
と
は
、
こ
の
「
対
象
に
対
す
る
素
十
の
愛
」
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
例
六
で
は
、
「
初
蝶
」
は
遠
い
者
へ
の
思
い
の
中
で
夢
の
よ
う
に
飛
び
、
「

温
泉
」
は
大
自
然
の
生
意
そ
の
も
の
を
、
万
葉
の
昔
か
ら
変
る
こ
と
な
く
こ
ん

こ
ん
と
溢
れ
さ
せ
て
い
る
。

　
例
七
で
は
、
「
流
る
る
水
」
と
そ
の
水
に
「
流
さ
る
る
蕗
の
葉
」
。
「
吹
く

風
」
と
「
風
に
吹
か
る
る
蝶
」
。
こ
の
よ
う
に
自
然
の
原
則
（
自
然
の
真
実
）

を
見
事
に
捉
え
、
そ
れ
を
少
し
の
す
き
も
な
く
端
的
に
表
現
し
た
句
は
、
草
の

芽
の
句
を
引
く
ま
で
も
な
く
’
他
に
い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

ダ23一



一
現
象
、
一
事
物
に
は
ひ
た
ひ
た
と
自
然
の
生
命
が
光
り
、
波
打
っ
て
い
る
’

大
き
く
見
れ
ば
、
こ
の
句
集
「
初
鴉
」
の
全
句
が
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
例
八
で
は
、
素
十
の
作
品
と
し
て
「
主
観
」
の
少
し
込
っ
た
句
を
上
げ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
句
に
お
い
て
も
、
そ
の
主
観
の
度
合
い
は
秋
桜
子
、
誓

子
に
比
較
す
れ
ば
薄
い
の
で
あ
る
。

　
　
「
雷
魚
殖
ゆ
」
と
い
う
具
体
的
事
実
を
も
と
に
し
て
「
公
魚
」
の
悲
し
さ
に

思
い
を
か
け
、
「
天
瓜
粉
」
と
い
う
幼
い
者
へ
の
愛
の
薬
を
見
つ
め
て
い
て
、

そ
れ
か
ら
誘
わ
れ
る
よ
う
に
ヽ
「
散
人
の
冊
子
に
対
し
て
さ
え
愛
憎
を
持
つ
人
’

の
親
の
心
の
あ
わ
れ
さ
」
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
主
観
を
通
し
て

客
観
視
し
、
そ
れ
を
再
び
「
心
」
に
写
し
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
素
十
の
写
生
は
「
心
の
写
生
」
で
あ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
も
の
の
写
る
自
分
の

心
を
客
観
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
物
心
触
発
の
光
も
、
こ
の
愛
情
に
満
ち
た

　
「
心
の
写
生
」
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
尊
い
生
命
の
光
を
放
ち
得
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
私
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
超
え
て
の
素
十
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を

感
ず
る
。
自
然
に
対
す
る
「
深
い
愛
」
の
こ
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
、
素
十
俳

句
に
お
け
る
「
詩
精
神
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
自
ら
発
す
る
生
命
の
光
が
、
結
局

虚
子
の
言
う
「
人
と
し
て
の
光
」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ト
リ
ビ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
素
十
の
俳
句
に
は
あ
て

は
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
素
十
の
俳
句
が
単
な
る
外
景
（
外
形
）
の
み
の
写
生

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
描
か
れ
る
一
木
一
草
一
局
一
虫
に
は
「
愛
」
が
篭
め

ら
れ
て
い
て
、
「
情
」
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
一
句
一

句
の
奥
深
く
に
は
、
素
十
の
心
と
結
び
つ
い
た
「
生
命
」
が
脈
う
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
取
材
に
動
植
物
や
動
き
を
伴
う
小
景
、
そ
れ
に
人
間
の
実
生
活
が
多

い
の
も
、
原
因
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
結
局
こ
こ
に
た
ど
り
つ
く
。
と
ら
え
ら
れ
た

ｌ

素
材
は
違
っ
て
も
、
そ
れ
を
と
ら
え
に
か
か
る
素
十
の
心
情
は
い
つ
も
同
じ
な

の
で
あ
る
。

　
’
大
自
然
と
共
に
生
き
る
こ
と
の
素
晴
し
さ
、
輝
か
し
さ
、
即
ち
、
絵
で
も
空

想
で
も
理
想
で
も
な
い
現
実
の
姿
、
こ
の
尊
い
「
生
命
の
躍
動
」
が
素
十
俳
句

の
根
元
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

庄
①
「
芹
」
昭
和
三
五
年
三
月
号
八
ペ
ー
ジ

　
　
ハ
、
「
初
鴉
」
鑑
賞

　
　
「
初
鶏
」
の
中
よ
り
、
素
十
自
選
の
十
六
句
を
鑑
賞
し
て
み
よ
う
。

　
　
風
吹
い
て
蝶
々
迅
く
飛
び
に
け
り

Λ
出
典
∇
昭
和
四
年
六
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
巻
頭
句
　
初
鶏

△
季
節
∇
春
（
蝶
々
）

△
語
句
∇
迅
く
Ｉ
速
度
が
は
や
い
の
意

八
鑑
賞
∇

　
　
「
花
か
ら
花
へ
、
ひ
ら
ひ
ら
と
い
か
に
も
軽
そ
う
に
飛
ぶ
」
、
そ
ん
な
形
容

が
蝶
に
は
む
き
そ
う
だ
。
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
景
色
は
、
流
れ
る
よ
う
に
と

ぶ
蝶
の
姿
だ
。
「
迅
く
」
と
い
う
語
に
は
、
潔
さ
か
ら
く
る
一
種
の
快
さ
が
あ

る
。
風
に
集
っ
て
と
ぶ
蝶
の
そ
の
迅
さ
に
、
素
十
は
興
趣
を
抱
き
目
を
向
け
、

凝
視
し
た
の
だ
。
流
れ
ゆ
く
線
上
の
一
点
（
一
瞬
間
）
に
全
神
経
を
集
中
し
て

捕
え
た
句
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
句
の
蝶
に
は
過
去
も
未
来
も
な
い
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
た
だ
、
現
実
の
空
間
を
よ
ぎ
る
蝶
の
一
瞬
の
姿
だ

け
な
の
で
あ
る
。
単
純
化
さ
れ
た
、
俳
句
そ
の
も
の
と
も
言
い
得
る
句
で
あ

る
。

　
吹
く
風
と
そ
の
風
に
従
う
蝶
。
ど
こ
に
で
も
見
か
け
ら
れ
る
平
凡
な
事
柄
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
さ
か
ら
い
の
な
い
自
然
の
明
る
い
姿
が
あ
る
。
こ
の
さ
か

吻
　
ｒ
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１

ら
い
の
な
い
風
と
蝶
と
の
一
景
に
作
者
は
自
然
の
真
の
姿
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
自
然
の
真
の
姿
ほ
ど
美
し
い
も
の
は
な
い
。
理
屈
で
も
、
主
義
主
張
で
も
な

い
俳
句
の
追
求
は
、
こ
の
「
ま
こ
と
」
の
追
求
に
始
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

　
「
ま
こ
と
」
は
誠
実
で
あ
り
真
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
方
面

に
も
見
ら
れ
る
が
、
文
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
不
易
の
普
遍
的
な

精
神
で
あ
る
。
こ
の
「
ま
こ
と
」
は
誠
実
を
た
っ
と
ぶ
と
こ
ろ
に
理
想
的
な
一

面
も
あ
る
が
、
自
然
の
ま
ま
を
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
に
写
実
的
な
性
質
が
強
い
。

す
な
わ
ち
、
理
想
と
現
実
と
を
統
一
す
る
精
神
で
あ
り
、
知
行
合
一
の
境
地
で

あ
る
。

　
日
本
文
学
に
は
「
ま
こ
と
」
が
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
が
、
特
に
上
古
の
文

学
に
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
平
安
朝
以
後
も
「
ま
こ
と
」
を
根
底
に
し
て

そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
殊
性
を
加
え
て
、
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
と
な

り
、
「
幽
玄
」
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
文
学
の
形
式
主
義
化
が
生
ず
る
と

き
、
常
に
「
ま
こ
と
」
へ
の
復
帰
が
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
ま
こ
と
」
は
文
学
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
究
極
点
で
も
あ
る
。

　
　
甘
草
の
芽
の
と
び
と
び
の
ひ
と
な
ら
び

八
出
典
∇
昭
和
四
年
六
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
巻
頭
句
・
初
鴉

△
異
同
∇
「
と
び
く
」
　
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）

八
季
節
∇
春
（
甘
草
の
芽
）

△
語
句
∇
甘
草
１
ま
め
科
の
多
年
草
。
薄
紅
色
の
蝶
形
の
花
を
多
く
つ
け
る
。

　
　
　
　
根
は
薬
用
。

△
鑑
賞
∇

　
永
い
冬
の
凍
り
き
っ
た
大
地
を
破
っ
て
、
甘
草
の
う
す
い
緑
色
の
芽
が
今
年

も
又
春
の
訪
れ
と
共
に
出
は
じ
め
る
。

　
　
地
の
裏
を
這
う
一
筋
の
根
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
と
び
と
び
の
縁
の

　
芽
に
は
、
や
が
て
双
葉
と
な
っ
て
い
く
若
々
し
い
生
命
が
あ
り
、
明
る
い
未
来

　
が
あ
る
。

　
　
　
「
と
び
と
び
の
ひ
と
な
ら
び
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
は
無
視
さ
れ
が

　
ち
な
路
傍
の
草
の
絶
ゆ
る
こ
と
の
な
い
生
命
の
つ
な
が
り
が
、
哀
し
い
ま
で
に

　
美
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
甘
草
の
生
命
と
作
者
の
生
命
と
の
感
合
が
底

　
に
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
天
地
の
間
の
四
季
の
循
環
の
一
現
象
で
あ
る
こ
の
小
さ
な
草
の
芽
に
も
、
驚

　
き
と
興
味
を
感
じ
て
深
く
心
に
味
う
こ
と
は
、
俳
人
と
し
て
、
人
間
と
し
て
大

　
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
科
学
文
明
の
発
達
し
た
今
日
の
生
活
に
お
い
て

　
は
一
層
そ
の
感
が
強
い
。

　
　
　
方
丈
の
大
庇
よ
り
春
の
蝶

　
Λ
出
典
∇
昭
和
二
年
九
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鴉

　
△
季
節
∇
春
（
春
の
蝶
）

　
△
語
句
∇
方
丈
―
寺
院
の
住
持
の
居
間
。

　
△
鑑
賞
∇

　
　
京
都
の
竜
安
寺
で
の
作
。
縁
の
萌
ゆ
る
山
を
く
す
ん
だ
灰
色
の
厚
い
土
塀
で

‘
押
さ
え
た
竜
安
寺
の
石
庭
。
果
て
し
な
く
拡
が
る
白
砂
の
波
と
、
十
五
個
の
苔

　
む
し
た
岩
か
ら
な
る
島
々
。
も
の
音
一
つ
し
な
い
。
縁
に
座
し
て
動
か
な
い
作

　
者
の
前
を
静
か
な
時
間
が
流
れ
て
ゆ
く
。

　
　
黒
く
厚
い
方
丈
の
庇
。
く
す
ん
だ
塀
。
島
に
お
し
よ
せ
る
白
波
。
そ
し
て
自

　
然
と
同
化
し
て
い
く
作
者
の
心
。
と
、
そ
れ
ら
の
全
て
を
破
る
よ
う
な
一
匹
の

　
蝶
の
ふ
い
の
出
現
。

　
　
こ
の
句
は
無
気
味
な
ま
で
の
静
と
、
軽
や
か
な
る
蝶
の
動
、
大
庇
の
厚
い
暗
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さ
と
蝶
の
明
る
さ
と
の
色
彩
の
対
照
の
鮮
か
さ
と
が
、
極
め
て
印
象
的
で
あ

る
。
全
て
の
沈
黙
を
破
っ
て
現
れ
た
こ
の
小
さ
な
蝶
は
、
ま
さ
に
「
春
の
蝶
」

で
あ
り
「
春
」
の
一
字
に
作
者
の
詩
眼
を
通
し
て
の
見
事
な
写
生
が
あ
る
。

　
こ
の
句
は
、
素
十
が
客
観
写
生
主
義
と
し
て
自
己
の
表
現
を
は
っ
き
り
確
立

し
た
句
で
あ
る
。
虎
子
は
昭
和
三
年
十
一
月
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
誌
上
に
「
秋

桜
子
と
素
十
」
と
い
う
一
文
を
草
し
、
タ
文
芸
の
二
つ
の
傾
向
と
し
て
述
べ
る

々
と
い
い
な
が
ら
ヽ
巧
み
に
新
叙
情
詩
の
荷
い
手
た
る
秋
桜
子
に
対
し
て
素
十

’

の
卓
越
を
、
言
外
に
ほ
の
め
か
せ
た
。
（
そ
れ
は
三
年
後
（
昭
和
六
年
）
の
秋

桜
子
が
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
脱
退
し
て
「
馬
酔
木
」
を
主
宰
し
た
原
因
の
大
き

な
要
素
で
あ
る
・
）

　
そ
の
頃
の
素
十
の
代
表
句
な
の
で
あ
る
。

　
　
百
姓
の
血
筋
の
吾
に
麦
青
む

△
出
典
∇
昭
和
十
五
年
五
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鶏

八
季
節
∇
春
（
麦
青
む
）

△
語
句
∇
血
筋
Ｉ
血
統
（
生
れ
）

　
　
　
　
麦
青
む
Ｉ
麦
の
芽
は
冬
。
燕
麦
は
夏
。
濃
い
緑
色
に
生
長
し
て
ゆ
く

　
　
　
　
春
の
麦
は
特
に
見
事
で
あ
る
。

△
鑑
賞
∇

　
こ
の
句
と
同
時
に
発
表
し
仁
句
に

　
　
幕
政
ぶ
父
母
妹
麦
青
む

　
　
こ
の
あ
た
り
な
つ
か
し
け
れ
ば
畦
を
焼
く

等
が
あ
り
、
千
葉
県
山
玉
村
の
作
者
の
故
郷
で
の
作
で
あ
る
。

　
　
［
百
姓
の
血
筋
］
と
い
う
語
に
は
、
大
地
に
密
着
し
た
素
朴
な
人
柄
を
思
い

浮
べ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
又
、
自
然
と
共
に
朝
を
迎
え
自
然
と
共
ぱ

″
６
１

１

ｓ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
り
Ｉ
ｓ

日
々
を
送
る
純
真
な
人
の
姿
で
も
あ
る
。

　
今
、
故
郷
の
な
つ
か
し
い
景
色
の
中
で
、
百
姓
で
あ
っ
仁
父
母
の
墓
の
前
に

立
っ
た
作
者
の
目
に
は
、
あ
た
り
の
畑
の
麦
の
青
さ
が
強
く
映
っ
て
い
る
。
そ

の
麦
の
青
さ
は
、
こ
れ
よ
り
大
き
く
仲
び
ん
と
す
る
力
を
合
ん
だ
も
の
で
あ
り

同
時
に
自
分
が
百
姓
の
生
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
満
足
を
与
え
て
く
れ
る
青

さ
で
も
あ
る
。

　
　
「
志
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
故
里
の
父
母
の

墓
前
に
佇
っ
た
一
人
の
男
の
素
朴
で
純
粋
な
「
一
志
」
が
、
つ
つ
ま
し
く
し
か

も
静
か
に
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
早
乙
女
の
夕
べ
の
水
に
ち
ら
ぱ
り
て

△
出
典
∇
昭
和
十
四
年
八
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
犯

Λ
季
節
∇
夏
（
早
乙
女
）

△
語
句
∇
早
乙
女
Ｉ
田
植
を
す
る
少
女

八
鑑
賞
∇

　
ひ
ろ
び
ろ
と
し
仁
薄
き
縁
の
植
田
を
背
景
に
、
七
、
ハ
人
の
早
乙
女
が
田
植

を
し
て
い
る
。
そ
の
代
田
に
は
明
る
い
夏
の
夕
空
が
映
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
句
か
ら
は
丁
度
い
い
油
絵
の
景
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
田
植
は
獲
り
入
れ
と
共
に
農
事
に
於
け
る
最
も
大
切
な
作
業
で
あ
る
。
ま
だ

明
け
や
ら
ぬ
う
ち
よ
り
道
の
辺
に
は
人
声
が
あ
り
、
水
田
に
は
人
の
姿
が
見
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
早
朝
よ
り
の
永
い
一
日
の
仕
事
も
よ
う
や
く
終
ろ
う
と
し

て
い
る
。
「
夕
べ
の
水
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
少
し
の
暗
さ
も
淋

し
さ
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
一
日
の
仕
事
の
満
足
と
、
明
日
に
つ
づ
く
空
の
明
る

さ
と
が
、
若
々
し
い
少
女
の
姿
を
通
じ
て
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
健
康
な
る
生
活
俳
句
で
あ
る
。
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一
馬

　
　
揚
羽
蝶
お
い
ら
ん
草
に
ぶ
ら
下
る

△
出
典
∇
昭
和
四
年
一
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鶏

八
季
節
∇
夏
（
お
い
ら
ん
草
）

八
語
句
∇
お
い
ら
ん
草
Ｉ
和
名
は
「
草
央
竹
桃
」
で
、
は
な
し
ょ
う
ぶ
科
の
多

　
　
　
　
年
生
草
本
。
高
さ
約
一
木
で
夏
に
巣
窟
な
紅
紫
包
ま
仁
は
白
色
の
花

　
　
　
　
を
開
く
。

八
鑑
賞
∇

　
あ
る
晴
れ
た
夏
の
目
、
庭
を
飛
ん
で
い
仁
一
匹
の
揚
羽
蝶
が
、
ふ
と
一
本
の

お
い
ら
ん
草
に
止
っ
仁
。
そ
の
一
瞬
間
の
で
き
ご
と
を
見
事
に
捕
え
た
句
な
の

で
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
る
一
情
景
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
や
わ
ら
か
に
桃
う

お
い
ら
ん
草
の
花
に
六
本
の
足
で
し
っ
か
り
と
と
り
つ
き
、
必
死
に
密
を
吸
う

蝶
の
姿
が
あ
る
。
花
が
お
い
ら
ん
草
で
あ
る
だ
け
に
、
一
沫
の
あ
わ
れ
も
あ

　
お
い
ら
ん
草
と
、
一
匹
の
蝶
だ
け
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
こ
の
写
生
句
を
、
簡

単
な
ス
ケ
ッ
チ
と
い
い
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
作
者
の
揚
羽
蝶
に
対
す
る

心
、
お
い
ら
ん
草
に
対
す
る
心
（
こ
の
心
は
親
し
み
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も

知
れ
ぬ
）
が
背
後
に
あ
っ
て
こ
そ
生
れ
た
句
な
の
で
あ
る
。
心
が
あ
り
、
心
に

か
な
う
自
然
の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
を
美
し
い
詩
の
天
地
と
し
て
描
き
出
し
た
句
‘

な
の
で
あ
る
。
生
あ
る
も
の
の
見
事
な
共
存
の
天
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
視
凝
す

る
作
者
の
心
も
又
そ
の
天
地
に
共
に
居
る
の
で
あ
る
。
凝
視
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
素
十
に
と
っ
て
、
対
象
へ
の
愛
情
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
　
夜
の
色
に
沈
み
ゆ
く
な
り
大
牡
丹

△
出
典
∇
大
正
十
四
年
七
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鶏

＜
季
節
∇
夏
（
牡
丹
）

△
語
句
∇
夜
の
色
―
静
か
に
暮
れ
て
ゆ
く
夕
べ
の
暗
さ

△
鑑
賞
∇

　
初
夏
の
永
い
一
日
も
夕
べ
と
な
り
、
あ
た
り
に
ど
こ
か
ら
と
な
く
暮
色
が
漂

よ
う
・
大
き
く
重
々
し
く
し
か
も
豊
麗
な
牡
丹
の
花
の
白
さ
が
、
静
か
に
暮
れ

て
ゆ
く
闇
に
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
沈
み
ゆ
く
」
と
叙
し
仁
と
こ
ろ
に
、
夏
の
夜
と
な
っ
て
ゆ
く
涼
し
い
時
間

的
経
過
の
静
か
さ
が
あ
り
、
牡
丹
の
花
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
量
感
も
出
て

く
る
の
で
あ
る
。
迫
り
来
る
夜
の
閤
に
浮
ぶ
牡
丹
の
姿
が
、
現
実
の
姿
の
ま
ま

豊
麗
な
情
調
を
呼
び
起
こ
し
、
読
者
を
芸
術
的
陶
酔
態
に
浸
ら
せ
て
く
れ
る
の

で
あ
る
。

　
　
子
の
中
の
愛
憎
淋
し
天
瓜
粉

△
出
典
∇
大
正
十
三
年
七
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鴉

△
季
節
∇
夏
（
天
瓜
粉
）

八
語
句
∇
愛
憎
Ｉ
Ｉ
愛
す
る
と
憎
む
と
・
好
き
嫌
い
天
瓜
粉
―
Ｉ
カ
ラ
ス
ウ
リ

　
　
　
　
の
根
か
ら
採
っ
た
も
の
で
、
あ
せ
も
、
た
だ
れ
用
の
白
色
の
粉

Λ
鑑
賞
∇

　
い
か
な
る
人
で
あ
ろ
う
と
、
人
間
に
は
い
ろ
い
ろ
と
好
き
嫌
い
が
あ
る
。
今

こ
の
作
者
は
あ
せ
も
の
愛
児
に
天
瓜
粉
を
は
た
き
な
が
ら
、
ふ
と
、
何
人
か

の
わ
が
子
に
対
し
て
も
愛
情
の
差
、
も
し
く
は
愛
憎
さ
え
あ
る
こ
と
を
感
じ

た
・
憎
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
心
よ
り
の
深
い
も
の
で
は
な
く
、
皆
同
じ
よ
う

に
可
愛
い
の
で
あ
る
が
、
何
と
な
く
そ
の
よ
う
な
気
持
が
心
の
ど
こ
か
に
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
自
分
の
心
を
、
自
分
自
身
淋
し
く
み
つ
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
「
淋
し
」
と
は
、
作
者
の
心
の
淋
し
さ
で
あ
る
と
同
時
に
、

－2了－



・
．
｀
”

Ｆ
Ｌ
ド
ド
レ
ペ
ー
ｋ

そ
の
「
愛
憎
」
を
人
間
の
持
つ
業
の
Ｉ
つ
と
し
て
受
け
と
め
、
人
間
自
体
を
「

あ
わ
れ
」
で
あ
り
「
淋
し
い
も
の
」
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
大
自
然
に
目
を
向
け
ヽ
そ
の
大
自
然
の
真
の
法
則
に
一
歩
ず
つ
近
ず
い
て
い

る
作
者
が
、
人
間
の
心
の
は
か
な
い
一
面
を
見
た
時
の
、
そ
の
「
淋
し
さ
」
は

又
、
読
者
自
身
の
「
淋
し
さ
」
と
し
て
心
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。

　
作
者
が
三
十
二
才
、
俳
句
を
始
め
て
わ
ず
か
二
年
目
の
夏
の
秀
作
で
あ
る
。

八
追
記
∇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
大
正
十
三
年
の
夏
は
、
作
者
は
ま
だ
独
身
の
時
代
で
あ
る
が
、
こ
の
句
の
解

　
釈
は
や
は
り
、
前
記
の
如
く
、
「
作
者
自
身
の
わ
が
子
」
と
解
釈
し
た
方
が

　
よ
い
と
思
え
る
。

　
　
桃
青
し
赤
き
と
こ
ろ
の
少
し
あ
り
　
　
　
　
。

△
出
典
∇
昭
和
十
一
年
九
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鶏

△
季
節
∇
秋
（
桃
）

Λ
語
句
∇
「
桃
の
花
」
は
春
季
。
「
桃
」
は
食
用
の
果
実
で
秋
季
。

Λ
鑑
賞
∇

　
説
明
の
全
く
い
ら
な
い
程
に
、
句
意
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
｀

　
一
つ
の
桃
に
対
す
る
真
向
う
か
ら
の
純
客
観
写
生
で
、
そ
の
柔
か
な
叙
法
が

桃
の
も
つ
美
し
さ
を
描
き
出
す
と
同
時
に
、
作
者
の
心
の
柔
か
さ
を
も
描
き
出

し
て
い
る
’
の
で
あ
る
。

　
一
見
し
て
「
桃
青
し
」
と
感
じ
、
更
に
よ
く
見
る
と
、
そ
の
淡
く
白
い
生
毛

に
つ
つ
ま
れ
た
青
さ
の
中
に
、
す
で
に
赤
味
を
合
む
桃
の
み
ず
み
ず
し
い
生
意

を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
「
赤
き
と
こ
ろ
の
少
し
あ
り
」
と
い
う
素
直
な
鋭
い

写
生
に
よ
り
、
桃
の
大
き
さ
か
ら
感
触
ま
で
、
ひ
い
て
は
桃
の
甘
ず
っ
ぱ
い
匂

い
ま
で
強
く
印
象
に
残
る
の
で
あ
る
。

「

　
俳
壇
の
時
代
的
な
面
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
句
は
昭
和
十
一
年
の
作
で
あ
り
、

誓
子
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
よ
り
馬
酔
木
に
加
盟
し
た
翌
年
で
あ
る
。
新
叙
情
派
（
主

観
尊
重
）
の
秋
桜
子
・
誓
子
に
対
抗
す
べ
く
素
十
も
写
生
へ
の
熱
を
込
め
た
年

な
の
で
あ
る
。

　
　
白
波
や
う
ち
ひ
ろ
が
り
て
月
明
り

△
出
典
∇
昭
和
十
一
年
十
二
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鶏

Λ
季
節
∇
秋
（
月
明
り
）

△
語
句
∇
う
ち
ひ
ろ
が
る
１
「
う
ち
」
は
強
意
の
接
頭
語
、
ひ
ろ
く
ひ
ろ
が

　
　
　
　
る
さ
ま
。

八
鑑
賞
∇

　
明
る
い
月
光
の
下
に
ひ
ろ
び
ろ
と
寄
す
る
浜
辺
の
白
波
を
詠
っ
た
句
で
あ

　
　
「
う
ち
ひ
ろ
が
り
て
」
の
「
う
ち
」
が
い
い
と
思
う
。
こ
の
強
意
の
接
頭
語

に
よ
り
、
一
枚
の
起
ち
て
は
崩
る
る
波
そ
の
も
の
の
も
つ
力
が
強
く
感
ぜ
ら
れ

白
波
が
単
な
る
絵
で
は
な
く
し
て
響
き
を
伴
っ
て
、
が
ぜ
ん
生
き
て
く
る
の

で
あ
る
。
月
光
と
波
と
だ
け
を
描
い
て
、
空
と
か
風
と
か
浜
と
か
人
と
か
、
そ

の
他
全
て
の
も
の
を
省
略
し
た
が
た
め
に
、
句
に
力
と
大
き
さ
が
出
て
き
た
。

そ
の
力
と
大
き
さ
は
、
月
の
空
の
澄
明
声
と
、
人
一
人
い
な
い
広
い
浜
辺
の
白

波
の
ひ
ろ
が
る
さ
ま
と
を
、
一
段
と
美
し
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
な
き
そ
め
し
今
宵
の
虫
は
鉦
叩

Λ
出
典
∇
昭
和
二
年
十
一
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鶏

△
季
節
∇
秋
（
鉦
叩
）

Λ
語
句
∇
鉦
叩
－
‐
－
‐
和
名
「
カ
ネ
タ
タ
キ
」
こ
お
ろ
ぎ
科
の
小
混
虫
、
雄
は
「

　
　
　
　
チ
ン
チ
ン
」
と
鳴
く
。
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１

ｔ

△
鑑
賞
∇

　
秋
の
夕
べ
の
作
者
の
虫
に
対
す
る
興
味
・
関
心
・
親
し
み
を
基
調
と
し
た
句

で
あ
る
。

　
窓
を
開
け
れ
ば
す
で
に
あ
た
り
に
は
暮
色
が
漂
い
そ
め
て
い
る
。
そ
の
窓
の

下
の
茂
み
か
ら
は
、
毎
夜
々
々
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
、
コ
オ
ロ
ギ
、
ス
ズ
ム
シ
、

そ
の
他
多
く
の
虫
の
音
が
流
れ
て
く
る
。
今
宵
も
も
う
鳴
く
頃
だ
と
心
を
向
け

て
い
る
と
、
「
チ
ン
チ
ン
」
と
澄
ん
だ
鉦
叩
か
ら
始
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
い

　
　
「
な
き
そ
め
し
」
に
、
作
者
の
期
待
と
、
そ
れ
ま
で
の
静
け
さ
と
、
更
に
こ

れ
よ
り
の
虫
の
大
演
奏
会
の
舞
台
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
感
動
が
表
わ
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
’

　
鉦
叩
に
は
じ
ま
っ
た
虫
の
夜
の
世
界
に
う
な
ず
き
、
自
ら
も
自
然
界
に
楽
し

く
溶
け
こ
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
素
十
に
と
っ
て
写
生
と
は
単
に
見
る
こ
と
で
は
な
く
、
観
察
す
る
こ
と
で
あ

り
、
観
察
と
は
推
理
し
心
で
対
象
を
捕
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
　
づ
か
づ
か
と
来
て
踊
子
に
さ
さ
や
け
る

Λ
出
典
∇
昭
和
十
一
年
十
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
巻
頭
句
、
初
鴉
。

　
　
　
　
　
（
ド
イ
ツ
で
の
作
）

八
異
同
∇
「
づ
か
く
」
　
「
さ
ｘ
や
け
る
」
　
＾
ホ
ト
ト
ギ
ス
゛
　
　
　
　
　
　
‘

Λ
季
節
∇
秋
（
踊
子
）

Λ
語
句
∇
づ
か
づ
か
Ｉ
「
つ
か
つ
か
」
　
（
副
詞
）
の
濁
り
で
あ
る
の
で
、
文
法

　
　
　
　
的
に
は
「
ず
か
ず
か
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
遠
慮
な
く
大
胆
に
進
み

　
　
　
　
出
る
さ
ま
。

Λ
鑑
賞
∇

　
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
瞬
の
動
き
と
そ
の
姿
だ
け
で
あ
る
。
見

物
の
人
垣
を
破
っ
て
あ
る
青
年
が
、
踊
り
の
輪
の
中
の
一
人
の
少
女
に
「
ず
か

ず
か
」
と
近
寄
り
、
何
事
か
話
し
か
け
仁
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
、
い
わ
ば
映
画

の
フ
ィ
ル
ム
の
Ｉ
コ
マ
に
す
ぎ
ぬ
描
写
な
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
人
中
で
の

こ
の
大
胆
な
動
作
の
確
実
な
デ
。
サ
ン
か
ら
は
、
い
か
に
も
素
朴
な
若
い
男
女

の
そ
の
場
の
生
き
た
姿
を
、
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
ざ
わ
め
き
」
と
「
踊
り
」
と
「
大
胆
な
歩
み
」
と
の
ち
ぐ
は
ぐ
な
動
き
で

は
あ
る
が
、
こ
の
句
の
常
套
を
脱
し
た
表
現
の
新
し
さ
は
、
盆
踊
り
と
い
う
動

の
行
事
に
対
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
素
十
の
作
品
に
は
こ
の
句
の
よ
う
に
述
語
格
で
座
五
を
し
め
く
く
る
も
の
が

非
常
に
多
い
。
例
え
ば

　
　
佃
わ
っ
て
て
ん
と
う
虫
の
飛
び
出
づ
る

　
　
揚
羽
蝶
お
い
ら
ん
草
に
ぶ
ら
下
る

等
の
句
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
仁
景
色
は
動
の
世
界
で
あ
り
、
動
の
世
界
の

究
極
は
生
命
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
素
十
の
心
は
青
年
に
な
っ
て
、
歩
き
、
語

り
、
て
ん
と
う
虫
に
な
っ
て
、
い
き
い
き
と
飛
び
だ
つ
の
で
あ
る
。

Λ
追
記
∇

　
作
者
が
ド
イ
ツ
留
学
時
の
作
品
で
あ
る
の
で
、
踊
子
を
西
洋
で
の
踊
り
と
解

釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
発
表
は
帰
国
後
で
あ
り
、
季
語
と
し
て
「
踊
子
」

を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
盆
踊
」
と
解
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
作
者

が
実
際
に
印
象
を
う
け
た
の
が
、
西
洋
の
踊
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
句
に
現

わ
れ
た
踊
子
か
ら
は
、
西
洋
の
匂
ひ
は
全
く
な
く
、
何
の
抵
抗
も
な
し
に
日
本

的
な
盆
踊
り
の
場
面
が
想
像
で
き
る
。
山
本
健
吉
「
現
代
俳
句
」
上
巻
（
角
川

書
店
）
も
「
盆
踊
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
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柊
の
花
一
本
の
香
か
な

八
出
典
∇
昭
和
二
年
一
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鴉

△
異
同
∇
「
香
り
」
　
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）

八
季
節
∇
冬
（
柊
の
花
）

八
語
句
∇
柊
―
も
く
せ
い
科
の
常
緑
喬
木
。
初
冬
に
白
色
の
小
花
を
密
生
さ
せ

　
　
　
　
栓
香
を
発
す

△
鑑
賞
∇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
杵
の
葉
は
霜
雪
に
よ
く
耐
え
て
、
一
年
中
そ
の
緑
を
失
わ
な
い
。
そ
れ
故
め

で
た
い
も
の
と
さ
れ
、
或
は
そ
の
葉
の
鋭
い
刺
で
鬼
（
疫
）
の
眼
を
剌
す
の
で

鬼
が
近
付
か
な
い
と
も
い
わ
れ
て
、
よ
く
屋
敷
の
人
口
に
一
木
値
え
て
あ
る
の

を
見
か
け
る
。

　
今
、
そ
の
只
一
本
の
杵
に
白
い
花
が
蜜
生
し
、
す
ば
ら
し
い
香
が
庭
い
っ
ぱ

い
に
漂
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
庭
に
は
椿
や
梅
や
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
庭
木
が

あ
り
、
そ
れ
等
に
は
春
を
待
つ
菅
が
冬
の
日
を
浴
び
て
ふ
く
ら
ん
で
い
る
で
あ

ろ
う
。
が
、
’
そ
う
い
う
庭
の
景
を
全
て
省
略
し
て
い
る
が
た
め
に
、
只
一
本
の

柊
の
冰
と
香
が
、
極
め
て
は
っ
き
り
と
印
象
に
残
る
の
で
あ
る
。

　
桑
ら
か
い
日
射
の
初
冬
の
空
は
あ
く
ま
で
も
晴
れ
て
い
る
。
古
い
大
き
な
家

が
あ
り
、
玄
関
が
あ
り
、
飛
石
が
並
ん
で
い
る
。
飛
石
の
尽
き
た
と
こ
ろ
に
ｔ
一

本
の
石
の
門
が
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
よ
り
杵
の
あ
の
佳
香
が
漂
よ
っ
て
く
る
。

そ
う
い
う
一
本
の
大
い
な
る
杵
の
木
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
何
年
か
前
、
私
は
素
十
を
囲
む
九
州
俳
句
大
会
の
腐
で
「
水
仙
の
花
が
美
し

け
れ
ば
、
水
仙
の
花
だ
け
を
描
く
が
よ
い
。
葉
か
ら
に
と
ま
れ
ば
葉
の
み
を
詠

え
ば
よ
い
。
花
も
葉
も
一
緒
に
い
い
表
わ
そ
う
と
す
る
と
、
俳
句
が
ご
た
ご
た

す
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
花
の
句
と
葉
の
句
と
二
句
作
れ
ば
よ
い
」
と
話
さ
れ
た

Ｆ
ド
ト
匯
ト
‰
に
”
ヽ

「

の
を
覚
え
て
い
る
。
素
十
の
、
省
略
の
心
構
え
で
あ
る
。

　
　
雪
片
の
つ
れ
立
ち
て
く
る
深
雪
か
な

△
出
典
∇
昭
和
八
年
六
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鴉
・
雪
片
（
ド
イ
ツ
で
の
作
）

△
季
節
∇
冬
（
雪
片
）

八
語
句
∇
雪
片
－
雪
の
個
々
の
片
。

　
　
　
　
深
空
－
「
み
」
は
美
称
の
接
頭
語
。
高
い
空
の
果
て
。

△
鑑
賞
∇

　
降
っ
て
く
る
雪
の
一
片
一
片
を
「
連
れ
立
ち
て
」
と
い
う
擬
人
化
を
以
て
あ

た
る
作
者
の
心
に
、
自
然
に
対
す
る
親
愛
の
深
さ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

　
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
異
国
（
ド
イ
ツ
）
の
空
を
見
上
げ
、
降
る
雪
に
手
を
さ

し
の
べ
て
い
る
で
あ
ろ
う
作
者
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
そ
し
て
、
故
郷
に
つ
づ

く
こ
の
広
い
空
か
ら
の
一
つ
一
つ
の
雪
の
臼
さ
が
美
し
く
、
し
か
も
生
き
生
き

と
作
者
の
心
に
映
っ
た
と
同
じ
力
で
、
読
者
の
心
に
も
郷
愁
を
お
び
て
映
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
徹
底
し
て
自
然
の
真
の
姿
を
追
求
す
る
作
者
の
自
然
へ
の
愛
情
が
、

読
者
の
心
に
も
ひ
び
い
て
く
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
枯
蔓
に
雪
柔
か
に
ひ
っ
か
か
り

△
出
典
∇
昭
和
二
十
一
年
七
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鴉

△
季
節
∇
冬
（
柿
蔓
・
雪
）

八
語
句
∇
柿
葺
Ｉ
藤
・
蔦
・
通
草
・
葛
等
の
後
性
植
物
の
枯
れ
た
も
の
。

△
鑑
賞
∇

　
一
本
の
本
の
幹
に
巻
き
つ
き
、
あ
る
い
は
幹
を
そ
れ
て
空
に
は
ね
た
柿
蔓
に

雪
が
少
し
積
ん
で
い
る
。
蔓
が
曲
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
雪
も
白
い
一
本
の
紐
と
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！

ｌ
ｌ
Ｓ

ｔ

な
っ
て
曲
り
、
や
わ
ら
か
く
く
っ
つ
い
て
い
る
。

　
こ
の
句
に
は
他
に
意
味
が
な
く
、
柿
葺
と
そ
れ
に
積
ん
だ
雪
と
の
自
然
の
一

断
面
の
美
し
さ
だ
け
な
の
で
あ
る
。
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
る
景
で
あ
る
が
、
し

か
し
そ
の
「
美
し
さ
」
を
感
じ
と
り
、
表
現
す
る
こ
と
は
誰
れ
に
で
も
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

　
雑
念
を
払
い
、
澄
ん
だ
心
で
自
然
に
対
し
、
自
然
の
一
点
を
凝
視
す
る
。
凝

視
す
る
う
ち
に
心
の
焦
点
が
定
ま
り
、
対
象
の
み
が
強
い
印
象
と
し
て
残
る
。

そ
の
残
っ
た
印
象
が
即
ち
素
十
の
俳
句
な
の
で
あ
。
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
平
凡

な
る
風
景
も
そ
の
ま
ま
の
姿
で
［
美
］
と
し
て
感
じ
と
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
腺
い
心
の
修
練
の
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
「
俳
句
」
の
深
さ
、
よ
し

あ
し
は
結
局
俳
句
作
家
の
「
俳
句
以
前
」
の
問
題
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
鴨
渡
る
明
ら
か
に
ま
た
明
ら
か
に

Λ
出
典
∇
昭
和
三
年
四
月
号
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初
鶏

△
季
節
∇
冬
（
鴨
）

Λ
鑑
賞
∇

　
こ
の
句
は
「
手
賀
沼
」
で
の
作
で
あ
り
、
群
を
な
し
て
飛
ん
で
行
く
鴨
の
大

景
を
そ
の
ま
ま
写
生
し
た
句
で
あ
る
。
静
か
な
平
ら
か
な
沼
の
面
や
、
ひ
ろ
が
‘

る
夕
暮
の
空
は
い
わ
ず
、
ロ
ハ
「
明
ら
か
に
ま
仁
明
ら
か
に
」
と
鴨
の
飛
ぶ
明
る

い
空
の
み
を
く
っ
き
り
と
叙
し
た
こ
の
省
筆
は
、
瞬
間
的
に
読
者
の
心
に
「
鴨

の
空
」
を
描
か
せ
る
の
で
あ
る
。

　
鴨
の
一
群
又
一
群
が
あ
る
時
間
を
お
い
て
大
空
を
高
々
と
堂
々
と
次
か
ら
次

へ
と
渡
っ
て
く
る
景
色
は
、
い
か
に
も
力
強
く
、
又
男
性
的
な
鋭
さ
を
も
感
じ

さ
せ
る
。

Λ
追
記
∇

　
こ
の
句
は
、
明
治
書
院
「
俳
句
講
座
㈲
」
の
二
八
三
ペ
ー
ジ
に
、
中
村
草
田

男
の
評
釈
で

　
　
鴨
渡
る
明
ら
か
に
明
ら
か
に

と
推
敲
改
作
さ
れ
た
と
あ
り
、
「
こ
れ
程
ひ
ど
い
改
悪
と
い
う
も
の
も
滅
多
に

な
い
…
以
下
賠
」
等
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
ま
た
」
を
推
敲
し
削
っ
た
事
実
は

全
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
句
は
あ
く
ま
で
も

　
　
鴨
渡
る
明
ら
か
に
ま
た
明
ら
か
に

な
の
で
あ
る
。
「
ま
た
」
の
二
字
に
、
渡
っ
て
ゆ
く
鴨
の
一
群
と
一
群
と
の
間

に
、
時
間
的
経
過
が
あ
り
、
こ
の
句
の
も
つ
大
い
さ
も
明
る
さ
も
、
こ
の
「
ま

仁
」
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
草
田
男
の
評
釈
は
根
拠
の
な
い
暴
論
で
あ
り
、
他
人
の
作
品
を
扱
う
時
の
思

慮
判
断
の
不
足
を
露
提
し
て
い
る
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
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